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ミカン

長与小学校

高田保育所

ミックンとはっさく

高田小学校線ループ

ほほえみ号

歳　入歳　出
130億7750万円123億7985万円

地方譲与税
1億538万円（1％）

その他交付金
7821万円（1％）

町税
44億2714万円
（34％）

民生費
38億3084万円
（31％）

教育費
23億7738万円
（19％）土木費

16億3851万円
（13％）

公債費
12億800万円
（10％）

衛生費
9億8621万円
（8％）

消防費
3億9461万円（3％）

農林水産業費
2億1270万円（2％） 議会費

1億6448万円（1％）
その他（※）
1億634万円（1％）

総務費
14億6078万円
（12％）

分担金及び
負担金
2億7913万円
（2％）

※その他の内訳
　財産収入 （ 1785万円）
　寄附金 （ 18万円）
　繰越金 （ 5億3535万円）
　諸収入 （ 1億1412万円）

※その他の内訳
　商工費 （ 5710万円）
　労働費 （ 3853万円）
　災害復旧費 （ 1056万円）
　諸支出金 （ 15万円）

使用料及び手数料
1億5083万円
（1％）

繰入金
4億6311万円（4％）

国・県支出金
24億9520万円
（19％）

地方交付税
20億7882万円
（16％）

町債
20億3095万円
（15％）

地方消費税交付金
3億123万円（2％）

その他（※）
6億6750万円
（5％）

※金額は、1万円未満を端数処理しています。

長与小学校校舎建設13億1000万円
24年度一般会計決算 賛成16

反対 2 認定

25年第３回定例会を、９月４日から24日まで開き、24年度一般会計・特別会計各決算など、
執行部提出議案19件、議会改革調査特別委員会・議会運営委員会提出の議案３件、議員
提出の議案２件を審議し23議案を可決、認定、議員発議の意見書１件を不採択としました。
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消防団第8分団格納庫建設 1474万円 嬉里郷

町民提案事業 172万円 スイーツコンテストなど

イメージキャラクターミックン等製作 420万円 ミックン・はっさく着ぐるみ、タオルなど

公共交通導入可能性調査 221万円 アンケート・分析

情報インフラ整備調査 131万円 アンケート・情報化計画策定

プレミア付き商品券、ほろ酔い散策ラリーなど商工会向け補助金 570万円
住宅リフォーム助成補助金 493万円 交付件数62件

長与川まつり補助金 500万円 8月19日。参加者数約2万5千人

ごみ処理委託料 2億961万円 可燃ごみを長崎市へ処理委託

高田保育所建設 7108万円 総事業費約3億円

有害鳥獣対策 1031万円 イノシシ70頭、アナグマ22頭等捕獲

柑橘類の生産性向上とブランド化促進各種事業補助金 607万円
町道新設改良事業 7861万円 平木場郷、高田小学校線など

西高田線街路整備事業 2億9524万円
長与小学校校舎建設事業 13億1034万円 24年12月4日完成

24年度一般会計で実施した主な事業（金額は端数処理）
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・
税
な
ど
の
未
納
額
が
23
年
度
と
比
べ
大
幅
に

減
っ
て
お
り
収
納
対
策
の
効
果
が
表
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
税
や
町
営
住
宅
使
用
料
な
ど

の
滞
納
は
、
依
然
多
額
で
あ
り
、
一
層
の
努

力
を
要
望
す
る
。

・
各
種
委
員
会
、
審
議
会
は
、
年
間
２
〜
３
回

開
催
予
定
で
予
算
化
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
が
１
回
の
開
催
で
形
骸
化

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
改
善
が
必
要
で
あ

る
。

・
長
与
小
学
校
、
高
田
保
育
所
の
建
設
な
ど
子

ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
は
欠
か
せ
な
い
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
補
助
金
は
14
倍
の
経

済
効
果
を
も
た
ら
し
た
。

・
ス
イ
ー
ツ
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
後
に
ケ
ー
キ
が

商
品
化
さ
れ
た
。

・
今
後
高
齢
化
が
進
み
社
会
保
障
費
が
増
大
す

る
が
、
年
金
受
給
者
や
低
所
得
者
の
負
担
増

と
な
ら
ぬ
よ
う
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

・
職
員
の
時
間
外
勤
務
も
目
立
っ
て
お
り
、
少

数
精
鋭
で
は
無
理
が
生
じ
る
。
職
員
の
増
員

な
ど
適
正
化
を
望
む
。

・
実
質
収
支
で
４
億
８
９
０
０
万
円
の
黒
字
で

あ
り
健
全
な
運
営
で
あ
る
。

・
収
納
推
進
課
と
各
課
の
連
携
で
、
以
前
よ
り

ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
た
所
が
あ
っ
た
。
も
う
一

度
庁
舎
内
で
確
認
し
効
率
的
な
収
納
に
努
力

す
べ
き
で
あ
る
。

・
事
務
作
業
の
分
担
、
効
率
化
で
時
間
外
手
当

を
半
分
以
下
に
抑
え
た
部
署
が
あ
る
。
住
民

ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
と
国
体
も
控
え
時
間
外
勤

務
が
増
え
る
傾
向
が
あ
る
の
で
検
討
す
べ
き
。

・
税
の
滞
納
理
由
は
、
生
活
困
窮
、
事
業
不
振
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
と
の
説
明
を
受
け
た
。
困
窮
者
の
生
活
再

建
、救
済
に
力
点
を
置
い
た
収
納
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
な
ど
、
評
価
で
き
る
活
性
化
策

点
も
あ
る
が
、
高
田
南
土
地
区
画
整
理
事
業
へ
の
繰
出

金
は
、
予
算
不
足
に
よ
る
工
事
遅
延
で
、
住
民
の
不
満

は
募
る
ば
か
り
で
あ
る
。
西
高
田
街
路
事
業
も
、
財
政

面
で
不
安
要
素
が
あ
り
、
高
田
南
と
同
じ
轍
を
踏
む
恐

れ
が
あ
る
。

・
町
の
財
政
判
断
に
よ
る
と
、
収
入
に
対
す
る
借
金
返
済

割
合
が
上
昇
し
、
７
年
後
あ
た
り
か
ら
は
、
新
た
な
借

金
を
起
こ
す
際
に
、
国
・
県
の
許
可
が
必
要
な
「
起
債

発
行
制
約
」
が
か
か
る
値
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
健
全

財
政
に
向
け
て
い
く
た
め
に
は
投
資
的
な
公
共
事
業
を

抑
制
す
る
以
外
に
方
策
は
な
い
。
こ
の
ま
ま
進
め
る
と

「
住
民
福
祉
の
向
上
」に
し
わ
寄
せ
が
く
る
と
危
惧
す
る
。

反　対

賛　成

一般会計決算討論



モデル事業スタート など
地域のつながりをサポート

　定住自立圏形成協定の締結も、変更、
廃止を求める旨の通告をすることは、議
会の議決が必要となる。

定住自立圏形成協定の議決に関する条例

問 モデル事業の内容は何か。
答 各家庭にある誰もが使い慣れたテレビをイン
ターネットに接続し、「人と人とのつながり」を強
める地域の情報等を提供する。市町や自治会か
らのお知らせ、地域の行事、防災・交通情報等で
構成するとともに、簡易な高齢者見守りサービ
スも行う。

問 どこで行うのか。
答 百合野地区の高齢者、単身者、一般家庭等１００
世帯で実施する予定。

■地域支え合い事業　350万円

賛成討論
○住民の利便性、良好な市街地形成を図るため、都市基盤整
備を行い将来の長与町づくりに寄与している。
○厳しい財政環境の中、限られた財源を最大限活用している。

反対討論
○年度ごとの遅れが、事業を長引かせている。
○完成予定29年度が厳しいことが明らかになり、今後の町民
への負担が大きくなる。
○どのように解決するべきか真剣に考える時期が来ている。

問 ふれあいセンター入口歩道は侵入
しやすいように改良できないか。

答 当該部分は完成している。
 確認し協議する。
問 保留地処分約47億円中、持ち出し
が46億700万円である。今後の見
通しはどうか。

答 値崩れはしていない。販売は好調
で推移している。

高田南道路工事に
　4億3683万円

問 目的は何か。
答 固定資産客体の把握のために行う。
問 時津と共同で撮影し費用削減できないのか。
答 システム、発注範囲の問題があり単独となった。

航空写真　700万円

問 保育所はどこか。
答 ひかり保育園。

■認可外保育所補助金　1220万円

25年度一般会計 追加補正 2億2481万円
可決
全会一

致

可決
全会一

致

土地区画整理事業の決算

認定

認定
全会一

致

賛成16：反対2

収入　10億 6049万円
支出　10億 501万円
事業ベースの進み具合　86.2％

主な質疑

問 給水利益が減少し、費用は増加している。どう分析するか。
答 節水家電の普及、節水意識の高まり等を背景に利益が減少。
給排水設備の維持管理等で費用が掛かるため、費用の減少に
結びつかないと認識している。

当年度純利益　1億2921万円
水道事業会計の決算

☆収益的収支
　　収入：6億 9758万円
　　支出：5億 6291万円
☆資本的収支
　　収入： 1207万円
　　支出：2億 5386万円
（不足額は積立金や留保資金などで補てん）

主な質疑

認定
全会一

致

問 長与町の上水で、下水に入っていない分があるのか。
答 高田地区において、長与町の水道を使用し、長崎市の下水へ
流している分がある。

問 井戸水を使用している人も下水に流しているのか。
答 流している。メーターを付け検針を行っている。

岡郷地区 汚水管布設工事等に1億7561万円
下水道事業会計の決算

☆収益的収支　　　　　　　
　　収入：8億 7188万円
　　支出：6億 7430万円
☆資本的収支
　　収入： 8722万円
　　支出：4億 707万円

主な質疑
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認定

問 

特
定
健
康
診
査
の
受
診
の
状
況
は

ど
う
か
。

答 

制
度
開
始
の
20
年
度
の
受
診
率
は

県
内
ワ
ー
ス
ト
４
位
で
23
・
７
％
。

24
年
度
は
38
・
５
％
と
な
り
県
平
均

を
上
回
っ
た
。特
定
健
診
が
時
津

町
で
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

り
原
爆
健
診
と
同
時
実
施
が
可
能

に
な
っ
た
の
は
進
歩
で
あ
る
が
、未

受
診
者
の
声
の
多
く
に「
長
崎
市
に

か
か
り
つ
け
医
が
あ
る
。」と
の
回

答
。長
崎
市
医
師
会
と
委
託
契
約

が
で
き
る
よ
う
に
、県
に
先
頭
に

立
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

可決
全会一

致 ●
主
な
語
句

○
療
養
給
付
費
交
付
金

　

退
職
者（
勤
務
20
年

以
上
や
40
歳
以
上
で

10
年
以
上
の
勤
務
）

の
医
療
給
付
費
の
財

源
○
前
期
高
齢
者
交
付
金

　

65
〜
74
歳
の
者
の
医

療
給
付
費
の
財
源

○
共
同
事
業
交
付
金

　

高
額
医
療
費
に
対
す

る
交
付
金

○
共
同
事
業
拠
出
金

　

県
内
町
村
の
高
額
医

療
費
の
平
準
化
を
図

る
た
め
の
拠
出
金

○
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会

　

国
民
健
康
保
険
の
診

療
報
酬
請
求
書
の
審

査
や
診
療
報
酬
の
支

払
い
の
仲
介
を
す
る

機
関

○
社
会
保
険
診
療
報
酬

支
払
基
金

　

社
会
保
険
の
診
療
報

酬
請
求
書
の
審
査
や

診
療
報
酬
の
支
払
い

の
仲
介
を
す
る
機
関

反
対
討
論

○
収
入
が
増
え
た
要
因
は
税
率
引
き

上
げ
の
分
。多
く
の
払
え
な
い
世

帯
を
置
き
去
り
に
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

賛
成
討
論

○
保
険
税
や
各
機
関
か
ら
交
付
さ
れ

た
お
金
が
制
度
に
従
っ
て
適
正
に

配
分
、執
行
さ
れ
て
い
た
。

24
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

特
定
健
診
の
受
診
率
ア
ッ
プ

賛
成
16
：
反
対
２

歳
入　

45
億
４
４
２
０
万
円

歳
出　

42
億
８
２
７
９
万
円

世
帯
数　
　

５
４
０
３
件

被
保
険
者
数　

９
８
０
３
人

認定
問 

保
険
料
は
年
金
天
引
き
に
よ
る

特
別
徴
収
で
は
な
い
の
か
。

答 

65
歳
に
な
る
と
特
別
徴
収
に
移

る
が
、被
保
険
者
の
誕
生
日
が
来

る
と
即
特
別
徴
収
に
は
な
ら
ず
、

誕
生
日
か
ら
半
年
程
は
調
査
が

あ
る
。よ
っ
て
そ
の
期
間
は
納
付

書
で
納
め
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り

滞
納
が
発
生
し
や
す
く
な
る
。

問 

な
ぜ
既
存
の
協
議
会
を
活
用
し
な
い
の
か
。

答 

既
存
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域
協
議
会
を
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
合

議
体
の
代
わ
り
と
し
て
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
新
し
い
計
画
策
定
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
っ
た
。し
か
し
将
来
的
な
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
を
進
め
る

と
い
う
こ
と
で
、早
め
の
設
置
に
つ
い
て
県
か
ら
の
強
い
要
請
が
あ
っ
た
。

反
対
討
論

○
介
護
保
険
料
等
の
負
担
が
お
年

寄
り
の
限
界
を
超
え
、高
齢
化
率

な
ど
に
よ
る
保
険
料
の
地
域
格

差
が
拡
が
っ
て
い
る
。生
活
に
支

障
が
あ
る
被
保
険
者
に
は
、自
治

体
か
ら
国
に
対
し
て
国
庫
負
担

に
よ
る
補
償
を
要
請
す
べ
き
で
あ

る
。

賛
成
討
論

○
生
活
機
能
評
価
の
受
診
、エ
ン

ジ
ョ
イ
貯
筋
教
室
等
を
実
施
し

介
護
予
防
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

ま
た
保
険
税
や
各
機
関
か
ら
交

付
さ
れ
た
お
金
が
制
度
に
従
っ
て

執
行
さ
れ
て
い
た
。

24
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

賛
成
16
：
反
対
２

○
保
険
事
業
勘
定

　

歳
入　

24
億
３
５
０
２
万
円

　

歳
出　

23
億
７
１
８
２
万
円

○
保
険
サ
ー
ビ
ス
勘
定

　

歳
入　

２
２
８
８
万
円

　

歳
出　

１
７
７
０
万
円

被
保
険
者
数　

８
５
８
７
人（
昨
年
度
末
よ
り
５
７
６
人
増
）

被
認
定
者
数　

１
６
８
１
人（
昨
年
度
末
よ
り
76
人
の
増
）

※

指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
所

　

が
行
う
要
支
援
者
の

　

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
の
経
費

認定

反
対
討
論

○
本
制
度
は
75
歳
以
上
の
人
を
強

制
的
に
囲
い
込
み
、高
齢
者
を
医

療
費
削
減
の
標
的
に
す
る
も
の
。

人
間
の
尊
厳
を
軽
視
し
、制
度
の

在
り
方
自
体
に
問
題
が
あ
る
。２

年
毎
に
保
険
料
を
見
直
す
仕
組

み
で
、実
際
24
年
度
も
引
き
上
げ

ら
れ
た
。

賛
成
討
論

○
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議

は
政
府
に
、「
導
入
か
ら
5
年
が
経

過
し
現
在
で
は
十
分
に
定
着
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
、現
行
制
度
を

基
本
と
し
な
が
ら
必
要
な
改
革
を

講
じ
る
こ
と
が
妥
当
」と
報
告
し

て
い
る
。良
い
制
度
に
な
る
こ
と
を

期
待
す
る
。

24
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算

賛
成
16
：
反
対
２

歳
入　

３
億
８
７
７
７
万
円

歳
出　

３
億
８
６
３
６
万
円

被
保
険
者
数　

４
０
４
１
人

長
与
町
子
ど
も・
子
育
て
会
議
条
例

○
制
定
の
経
緯

 

27
年
度
か
ら
新
し
い
子
育
て
に
関
す
る
制
度(

少
子
化
対
策
に
基
づ
く
待
機
児

童
の
解
消
の
子
育
て
支
援
事
業
を
国
全
体
で
支
援
す
る
考
え
方)

を
開
始
。そ
れ

に
対
応
す
る
た
め
の
会
議
を
長
与
町
に
設
置
。

○
内
容

 

会
議
の
設
置
、所
掌
事
務
、委
員
の
選
任
等

○
質
疑
応
答
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総務費 2596万円
前期高齢者納付金 51万円
公債費 3万円
老人保健拠出金 2万円

歳入
45億4420万円

歳出
42億8279万円

前期高齢者交付金
13億1870万円

国庫支出金
9億5980万円

国民健康保険税
8億3609万円

療養給付費交付金
4億2378万円

県支出金
3億5246万円

共同事業交付金
3億3553万円

繰越金
1億5729万円

繰入金
1億4209万円

諸収入 1791万円

使用料及び手数料
55万円

保険給付費
29億1120万円

共同事業拠出金
5億2454万円

後期高齢者支援金
4億8387万円

介護納付金
2億339万円

諸支出金 9869万円

保険事業費 3457万円

※金額は、1万円未満を端数処理しています。



認定

問 

特
定
健
康
診
査
の
受
診
の
状
況
は

ど
う
か
。

答 

制
度
開
始
の
20
年
度
の
受
診
率
は

県
内
ワ
ー
ス
ト
４
位
で
23
・
７
％
。

24
年
度
は
38
・
５
％
と
な
り
県
平
均

を
上
回
っ
た
。特
定
健
診
が
時
津

町
で
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

り
原
爆
健
診
と
同
時
実
施
が
可
能

に
な
っ
た
の
は
進
歩
で
あ
る
が
、未

受
診
者
の
声
の
多
く
に「
長
崎
市
に

か
か
り
つ
け
医
が
あ
る
。」と
の
回

答
。長
崎
市
医
師
会
と
委
託
契
約

が
で
き
る
よ
う
に
、県
に
先
頭
に

立
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

可決
全会一

致 ●
主
な
語
句

○
療
養
給
付
費
交
付
金

　

退
職
者（
勤
務
20
年

以
上
や
40
歳
以
上
で

10
年
以
上
の
勤
務
）

の
医
療
給
付
費
の
財

源
○
前
期
高
齢
者
交
付
金

　

65
〜
74
歳
の
者
の
医

療
給
付
費
の
財
源

○
共
同
事
業
交
付
金

　

高
額
医
療
費
に
対
す

る
交
付
金

○
共
同
事
業
拠
出
金

　

県
内
町
村
の
高
額
医

療
費
の
平
準
化
を
図

る
た
め
の
拠
出
金

○
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会

　

国
民
健
康
保
険
の
診

療
報
酬
請
求
書
の
審

査
や
診
療
報
酬
の
支

払
い
の
仲
介
を
す
る

機
関

○
社
会
保
険
診
療
報
酬

支
払
基
金

　

社
会
保
険
の
診
療
報

酬
請
求
書
の
審
査
や

診
療
報
酬
の
支
払
い

の
仲
介
を
す
る
機
関

反
対
討
論

○
収
入
が
増
え
た
要
因
は
税
率
引
き

上
げ
の
分
。多
く
の
払
え
な
い
世

帯
を
置
き
去
り
に
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

賛
成
討
論

○
保
険
税
や
各
機
関
か
ら
交
付
さ
れ

た
お
金
が
制
度
に
従
っ
て
適
正
に

配
分
、執
行
さ
れ
て
い
た
。

24
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

特
定
健
診
の
受
診
率
ア
ッ
プ

賛
成
16
：
反
対
２

歳
入　

45
億
４
４
２
０
万
円

歳
出　

42
億
８
２
７
９
万
円

世
帯
数　
　

５
４
０
３
件

被
保
険
者
数　

９
８
０
３
人

認定
問 

保
険
料
は
年
金
天
引
き
に
よ
る

特
別
徴
収
で
は
な
い
の
か
。

答 

65
歳
に
な
る
と
特
別
徴
収
に
移

る
が
、被
保
険
者
の
誕
生
日
が
来

る
と
即
特
別
徴
収
に
は
な
ら
ず
、

誕
生
日
か
ら
半
年
程
は
調
査
が

あ
る
。よ
っ
て
そ
の
期
間
は
納
付

書
で
納
め
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り

滞
納
が
発
生
し
や
す
く
な
る
。

問 

な
ぜ
既
存
の
協
議
会
を
活
用
し
な
い
の
か
。

答 
既
存
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域
協
議
会
を
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
合

議
体
の
代
わ
り
と
し
て
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
新
し
い
計
画
策
定
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
っ
た
。し
か
し
将
来
的
な
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
を
進
め
る

と
い
う
こ
と
で
、早
め
の
設
置
に
つ
い
て
県
か
ら
の
強
い
要
請
が
あ
っ
た
。

反
対
討
論

○
介
護
保
険
料
等
の
負
担
が
お
年

寄
り
の
限
界
を
超
え
、高
齢
化
率

な
ど
に
よ
る
保
険
料
の
地
域
格

差
が
拡
が
っ
て
い
る
。生
活
に
支

障
が
あ
る
被
保
険
者
に
は
、自
治

体
か
ら
国
に
対
し
て
国
庫
負
担

に
よ
る
補
償
を
要
請
す
べ
き
で
あ

る
。

賛
成
討
論

○
生
活
機
能
評
価
の
受
診
、エ
ン

ジ
ョ
イ
貯
筋
教
室
等
を
実
施
し

介
護
予
防
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

ま
た
保
険
税
や
各
機
関
か
ら
交

付
さ
れ
た
お
金
が
制
度
に
従
っ
て

執
行
さ
れ
て
い
た
。

24
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

賛
成
16
：
反
対
２

○
保
険
事
業
勘
定

　

歳
入　

24
億
３
５
０
２
万
円

　

歳
出　

23
億
７
１
８
２
万
円

○
保
険
サ
ー
ビ
ス
勘
定

　

歳
入　

２
２
８
８
万
円

　

歳
出　

１
７
７
０
万
円

被
保
険
者
数　

８
５
８
７
人（
昨
年
度
末
よ
り
５
７
６
人
増
）

被
認
定
者
数　

１
６
８
１
人（
昨
年
度
末
よ
り
76
人
の
増
）

※

指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
所

　

が
行
う
要
支
援
者
の

　

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
の
経
費

認定

反
対
討
論

○
本
制
度
は
75
歳
以
上
の
人
を
強

制
的
に
囲
い
込
み
、高
齢
者
を
医

療
費
削
減
の
標
的
に
す
る
も
の
。

人
間
の
尊
厳
を
軽
視
し
、制
度
の

在
り
方
自
体
に
問
題
が
あ
る
。２

年
毎
に
保
険
料
を
見
直
す
仕
組

み
で
、実
際
24
年
度
も
引
き
上
げ

ら
れ
た
。

賛
成
討
論

○
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議

は
政
府
に
、「
導
入
か
ら
5
年
が
経

過
し
現
在
で
は
十
分
に
定
着
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
、現
行
制
度
を

基
本
と
し
な
が
ら
必
要
な
改
革
を

講
じ
る
こ
と
が
妥
当
」と
報
告
し

て
い
る
。良
い
制
度
に
な
る
こ
と
を

期
待
す
る
。

24
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算

賛
成
16
：
反
対
２

歳
入　

３
億
８
７
７
７
万
円

歳
出　

３
億
８
６
３
６
万
円

被
保
険
者
数　

４
０
４
１
人

長
与
町
子
ど
も・
子
育
て
会
議
条
例

○
制
定
の
経
緯

 

27
年
度
か
ら
新
し
い
子
育
て
に
関
す
る
制
度(

少
子
化
対
策
に
基
づ
く
待
機
児

童
の
解
消
の
子
育
て
支
援
事
業
を
国
全
体
で
支
援
す
る
考
え
方)

を
開
始
。そ
れ

に
対
応
す
る
た
め
の
会
議
を
長
与
町
に
設
置
。

○
内
容

 

会
議
の
設
置
、所
掌
事
務
、委
員
の
選
任
等

○
質
疑
応
答

7 ながよ町議会だより　No.147

地域支援積立金
3526万円
諸支出金
1400万円

歳入
24億3502万円

歳出
23億7182万円

繰入金
3億3381万円

繰越金
3771万円

諸収入 22万円
使用料及び手数料
8万円総務費

4702万円

保険給付費
22億7554万円

支払基金交付金
6億6362万円

介護保険料
5億4823万円

国庫支出金
5億1294万円 

県支出金
3億3841万円

※金額は、1万円未満を端数処理しています。



一般質問の記事
　質問した議員が執筆したものです。
　原稿は、原則として1000文字以内で要約したもの
で、原文を尊重して掲載しています。

会議録の閲覧
　会議録は、長与町図書館、長与北部地区多目的研
修集会施設、高田地区公民館、上長与地区公民館、
長与町ホームページで閲覧できます。

一般質問
　質問は、行財政全般にわたって議員主導の政策
論議をするもので、議員も執行側も十分な準備を必
要とすることから、事前通告制です。
　制限時間60分の範囲内で、一問一答制をとって
います。

一
般
質
問

一 般 質 問

14
人
が
問
う

西田　敏  議員
①長与町自治会加入促進について

吉岡　清彦  議員
①水道事業について
②ごみ収集事業について
③文化事業について

分部　和弘  議員
①図書館建設について
②水道事業について
③橋梁の長寿命化対策状況について

山口　憲一郎  議員
①町のスポーツ振興について
②町の交通政策について

内村　博法  議員
①道州制について
②東日本大震災における復興支援について
③生活保護の生活扶助費引き下げの影響について

佐藤　昇  議員
①交通安全対策について
②長与町の財政計画について

饗庭　敦子  議員
①情報管理システムについて
②総合計画・実施計画について

川井　哲雄  議員
①きれいな町づくりについて
②榎の鼻土地区画整理事業にともなう周辺環境の整備について

金子　恵  議員
①住民のための安全安心について
②子育て支援からの病児・病後児保育の充実について

安藤　克彦  議員
①教育環境の整備（小・中学校における猛暑対策）について
②子育て支援について

西岡　克之  議員
①本町における高田南土地区画整理事業について
②放課後児童クラブ分割について

安部　都  議員
①生活保護費制度の改正に伴う影響について
②障がい者施策に関わる助成について

堤　理志  議員
①道州制と長与町の将来について
②文化・スポーツ施設の運営のあり方について

河野　龍二  議員
①消費税増税の考え方について
②負担軽減を図る福祉事業の取り組みについて
③公共下水道について

9P

10P

11P

12P

13P

14P

15P

16P

17P

18P

19P

20P

21P

22P
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自
治
会
加
入
率
の
低
下

に
対
し
、
種
々
の
施
策
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
成
果
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

加
入
率
は
年
々
減
少
傾

向
に
あ
り
、
そ
の
対
策
は
急
務
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
度
、
自
治

会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
お
よ
び
町
関

係
部
局
に
よ
る
「
加
入
促
進
調
査

研
究
会
」
を
再
開
し
た
。

　

加
入
チ
ラ
シ
の
新
聞
折
り
込
み

や
横
断
幕
・
看
板
設
置
に
よ
る
啓

発
強
化
。
宅
建
業
者
お
よ
び
事
業

所
へ
の
協
力
依
頼
。
自
治
会
役
員

を
対
象
と
し
た
加
入
促
進
講
演
会

の
開
催
、
加
入
促
進
ポ
ス
タ
ー
や

の
ぼ
り
旗
の
作
成
。
さ
ら
に
本
人

の
同
意
に
基
づ
く
転
入
者
情
報
の

提
供
、
加
入
促
進
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

整
備
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
　
　
　

現
時
点
で
加
入
率
は
ど

れ
く
ら
い
か
。
近
隣
市
町
は
ど
う

か
。

　
　
　
　
　
　
　

長
与
町
は
74
・

２
％
。
長
崎
市
７２
・
６
％
。
諫
早

市
８５
・
６
％
。時
津
町
は
７８
・
６
％

に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

自
治
会
に
加
入
し
な
い

理
由
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い

る
か
。

　
　
　
　

昨
年
実
施
し
た
自
治
会

議
　
員

町
　
長

議
　
員

地
域
政
策
課
長

議
　
員

町
　
長

長
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
で

は
「
自
治
会
に
入
ら
な
く
と
も
特

に
困
ら
な
い
」
が
最
も
多
く
、
次

に
「
自
治
会
活
動
を
煩
わ
し
く
感

じ
て
い
る
」「
自
治
会
費
の
負
担

を
嫌
っ
て
い
る
」
と
い
う
回
答
が

あ
っ
た
。
町
と
し
て
も
同
様
に
受

け
止
め
て
い
る
。

　
　
　
　

町
内
の
自
治
会
費
は
い

く
ら
か
。

　
　
　
　
　
　
　

自
治
会
で
差
が

あ
る
が
、
お
お
む
ね
月
額
４
０
０

～
６
０
０
円
で
あ
る
。

　
　
　
　

自
分
の
経
験
か
ら
も
分

か
ら
な
い
で
も
な
い
が
、
若
い
働

く
世
代
が
自
治
会
の
必
要
性
を
実

議
　
員

地
域
政
策
課
長

議
　
員

感
す
る
に
は
時
間
が
か
か
る
。

　

自
治
会
側
も
明
朗
な
会
計
、
決

算
の
報
告
な
ど
透
明
性
の
あ
る
運

営
が
必
須
と
思
う
。
助
成
金
や
資

源
回
収
の
分
配
金
な
ど
の
使
途
・

会
計
簿
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

把
握
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　

各
自
治
会
の
総
会
資

料
等
の
提
出
で
報
告
を
受
け
て
い

る
。

　
　
　
　

自
治
会
役
員
の
業
務
が

ど
れ
だ
け
あ
る
か
把
握
し
て
い
る

か
。

　
　
　
　

各
自
治
会
長
へ
は

⃝
広
報
・
文
書
の
配
付

⃝
各
種
調
査
お
よ
び
収
集

⃝
各
種
行
事
等
へ
の
協
力
依
頼

⃝�

住
民
に
対
す
る
周
知
事
項
の
伝
達

に
つ
い
て
委
嘱
を
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
業
務
の
他
に

⃝�

資
源
ご
み
の
回
収
や
地
域
清
掃

等
の
環
境
美
化
に
関
す
る
こ
と

⃝�

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ポ
ー

ツ
に
関
す
る
こ
と

⃝�

地
域
で
の
見
守
り
活
動

な
ど
、
幅
広
い
活
動
を
し
て
も
ら

っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

総
務
課
長

議
　
員

町
　
長

自治会加入の促進を

一 般 質 問

A

Q
　西

にし

田
だ

  　敏
さとし

　
議員

自治会加入率アップの施策は
新聞折込チラシなど諸施策を実行
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今
回
の
雨
は
恵
み
の
雨

で
あ
っ
た
が
、
日
照
り
が
続
い
て

い
た
ら
、
い
つ
ご
ろ
節
水
対
策
に

入
っ
て
い
く
予
定
だ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　

１１
月
ご
ろ
を
予
定
し

て
い
た
。

　
　
　
　

現
在
の
給
水
人
口
計
画

は
何
人
か
。

　
　
　
　
　

５
万
４
９
０
０
人
で

あ
る
。
う
ち
町
が
供
給
す
る
人
口

は
５
万
１
３
０
０
人
で
あ
る
。

　
　
　
　

長
崎
県
南
部
広
域
水
道

企
業
団
が
解
散
と
な
り
、
諫
早
市

の
本
明
川
ダ
ム
か
ら
供
給
予
定
で

あ
っ
た
１
日
２
３
０
０
立
方
メ
ー

ト
ル
の
確
保
が
必
要
と
な
る
が
、

そ
の
対
策
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　
　

水
源
の
確
保
が
最
重
要

課
題
と
捉
え
、
水
利
権
の
増
量
確

保
に
向
け
て
、
長
与
川
の
流
量
な

ど
を
測
定
す
る
流
況
調
査
の
準
備

を
進
め
て
い
る
。

　

水
源
確
保
の
具
体
的
方
策
と
し

て
、
町
内
唯
一
の
独
自
水
源
で
あ

る
地
下
水
の
開
発
も
考
え
て
い
る
。

本
町
の
１
日
当
た
り
の
配
水
量
は

約
１
万
立
方
メ
ー
ト
ル
で
、
水
源

内
訳
は
河
川
水
６
９
０
０
立
方
メ

議
　
員

水
道
局
長

議
　
員

水
道
課
長

水
源
の
確
保
は

議
　
員

町
　
長

ー
ト
ル
、
地
下
水
３
１
０
０
立
方

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

　

現
状
で
は
支
障
な
く
供
給
で
き

る
状
況
で
あ
る
が
、
将
来
に
向
け

て
新
た
な
地
下
水
脈
の
電
気
探
査

調
査
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

一
連
の
調
査
に
か
か
る

費
用
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　
　
　
　
　

約
４
６
０
０
万
円
で

あ
る
。

　
　
　
　

２
３
０
０
立
方
メ
ー
ト

ル
は
何
人
分
に
相
当
す
る
の
か
。

　
　
　
　

１
日
６
３
７
１
人
の
給

水
人
口
と
な
る
。

　
　
　
　

２
３
０
０
立
方
メ
ー
ト

ル
が
必
要
と
な
る
年
度
は
い
つ
ご

ろ
か
。

　
　
　
　
　

３７
年
度
と
な
る
見
込

み
で
あ
る
。

　
　
　
　

水
道
企
業
団
が
解
散
と

議
　
員

水
道
課
長

議
　
員

課
　
長

議
　
員

水
道
局
長

議
　
員

な
る
が
、
今
ま
で
の
負
担
額
は
い

く
ら
か
。

　
　
　
　
　

１
億
８１
万
円
で
あ
る
。

　
　
　
　

解
散
に
伴
う
今
後
の
負

担
額
は
い
く
ら
か
。
ま
た
負
担
額

の
削
減
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　

国
庫
補
助
金
を
加
算

し
な
い
場
合
、
約
７
０
２
２
万
円

で
あ
る
。
町
の
不
利
益
と
な
ら
な

い
よ
う
努
力
す
る
。

　
　
　
　

二
極
化
し
て
い
る
ご
み

収
集
は
住
民
の
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
「
常
設
拠
点
」
を
追
加

し
、
資
源
化
物
の
拠
点
回
収
に
努

力
す
る
。

水
道
課
長

議
　
員

水
道
局
長

A
拠
点
回
収
の
実
施
に

向
け
て
努
力
す
る

Q
検
討
せ
よ

ご
み
収
集
事
業

議
　
員

町
　
長

　
　
　
　

地
域
に
根
ざ
し
た
郷
土

芸
能
は
、
町
の
文
化
事
業
の
中
で

も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

維
持
・
保
存
に
は
大
変
な
苦
労

が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
支
援
策

が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　

郷
土
意
識
の
希
薄
化
が

い
わ
れ
て
い
る
今
日
、
伝
統
文
化

や
地
域
に
根
ざ
し
た
郷
土
芸
能
の

価
値
や
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と

考
え
て
い
る
。

　

今
後
も
各
保
存
会
お
よ
び
関
係

者
と
協
力
し
、
郷
土
芸
能
の
保
存

に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

A
今
後
と
も
保
存
に

努
力
し
て
い
く

Q
郷
土
芸
能
の
保
存
へ

の
支
援
を
図
れ

議
　
員

教
育
長

命の水を安定・安心に

郷土の誇り　郷土芸能

一 般 質 問

A

Q
　　  　　

議員

　
　

一 般 質 問

A

Q
吉
よし

岡
おか

  清
きよ

彦
ひこ

議員

水道企業団解散  大丈夫か命の水
現状では支障なく供給できる
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図
書
館
建
設
に
つ
い
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
調
査

・
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
い

よ
い
よ
建
設
が
実
現
す
る
時
期
に

き
た
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
建
設

に
向
け
て
よ
り
具
体
的
な
取
り
組

み
が
開
始
さ
れ
る
と
考
え
る
が
、

ど
の
よ
う
な
図
書
館
づ
く
り
を
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

新
図
書
館
建
設
に
つ
い

て
は
、
昨
年
立
ち
上
げ
た
図
書
館

整
備
計
画
検
討
委
員
会
に
お
い

て
、
検
討
を
続
け
て
い
る
。

　

昨
年
度
は
先
進
地
の
視
察
、
フ

リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
や
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
を
行
い
、
各
委
員
の
イ

メ
ー
ジ
・
認
識
の
共
有
化
を
図
っ

た
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
作
業
が
よ
り

具
体
的
に
進
む
よ
う
、
２
つ
の
部

会
に
分
け
て
協
議
を
開
催
し
て
い

る
。
具
体
的
な
論
議
を
深
め
、
世

代
を
超
え
た
多
く
の
人
に
喜
ん
で

利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
「
開

か
れ
た
図
書
館
」
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。

議
　
員

教
育
長

　
　
　
　

安
全
な
水
の
安
定
的
な

供
給
は
、
町
の
大
き
な
業
務
と
も

言
え
る
。
そ
の
水
の
確
保
に
役
割

が
期
待
さ
れ
て
い
た
「
長
崎
県
南

部
広
域
水
道
企
業
団
」
が
解
散
さ

れ
る
方
向
で
あ
る
が
、
今
後
の
水

道
政
策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

く
の
か
。

　
　
　
　

広
域
水
道
企
業
団
よ
り

供
給
予
定
の
２
３
０
０
立
方
㍍
に

代
わ
る
水
源
に
つ
い
て
は
、
河
川

の
水
利
権
の
増
量
を
図
る
と
と
も

に
、
地
下
水
源
の
開
発
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
必
要
水
量
を
確
保
で

き
る
と
考
え
る
。

A
水
利
権
増
量
、
地
下

水
源
開
発
を
行
う

Q
ど
う
す
る

今
後
の
水
道
施
策

議
　
員

町
　
長

　

水
利
権
に
つ
い
て
は
、
長
与
川

の
流
量
等
を
測
定
す
る
た
め
、
流

況
調
査
の
準
備
を
進
め
、
増
量
確

保
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　

地
下
水
源
は
、
数
カ
所
に
お
い

て
水
脈
の
電
気
探
査
調
査
を
実
施

す
る
な
ど
、
新
た
な
水
源
確
保
を

目
指
し
、
水
道
水
の
安
定
的
な
供

給
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

橋
梁
の
長
寿
命
化
対
策

状
況
に
つ
い
て
は
、
今
回
、
国
土

交
通
省
の
ま
と
め
で
、
特
に
市
町

村
管
理
分
で
５
％
し
か
実
施
し
て

い
な
い
と
報
告
が
さ
れ
て
い
る
。

　

橋
梁
の
保
全
計
画
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今

後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の

か
。

　
　
　
　

24
年
度
は
、
15
㍍
以
上

の
橋
梁
17
橋
、
15
㍍
未
満
91
橋
、

全
体
で
１
０
８
橋
の
道
路
橋
梁
長

寿
命
化
改
修
計
画
を
策
定
し
、
修

繕
計
画
に
基
づ
き
調
査
設
計
を
行

っ
て
い
る
。

　

24
年
度
は
、
新
浦
橋
補
修
工
事

A
今
後
も
修
繕
計
画
に

基
づ
き
行
う

Q
橋
の
保
全
計
画
は

議
　
員

町
　
長

が
完
了
し
た
。
今
年
度
は
、
１
橋

の
補
修
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

　

今
後
も
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、

国
へ
の
補
助
申
請
お
よ
び
詳
細
設

計
を
行
い
、
随
時
、
補
修
工
事
を

行
っ
て
い
く
。

どうなる・・・今後は

補修工事が終わった新浦橋

一 般 質 問

A

Q
　　  　　

議員

　
　

一 般 質 問

A

Q
分
わけ

部
べ

  和
かず

弘
ひろ

議員

どのような図書館をつくるのか
開かれた図書館を目指す
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町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
、

生
涯
を
通
じ
て
の
健
康
づ
く
り
、

楽
し
み
、
生
き
が
い
づ
く
り
に
大

き
く
貢
献
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　

特
に
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
青

少
年
の
健
全
育
成
は
欠
か
せ
な
い

が
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

町
内
す
べ
て
の
小
学
校

に
お
い
て
、
３４
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

を
開
設
し
て
い
る
。

　

体
力
の
向
上
や
健
康
増
進
を
図

る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し

さ
、
集
団
の
中
で
の
社
会
的
マ
ナ

ー
な
ど
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

　
　
　
　

高
齢
者
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

町
民
体
育
館
講
座
と
し

て
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
前
・
後
期
１２

講
座
を
開
設
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

　

２４
年
度
は
述
べ
２
３
０
７
人
の

参
加
が
あ
っ
た
。
健
康
増
進
を
図

る
と
と
も
に
、
医
療
費
な
ど
の
削

減
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

　
　
　
　

来
年
の
国
体
開
催
を
機

会
に
、
住
民
の
体
力
づ
く
り
に
積

極
的
に
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　

国
体
に
向
け
て
デ
モ
ン

議
　
員

教
育
長

議
　
員

教
育
長

議
　
員

教
育
長

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
行
事

と
し
て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ

ル
フ
大
会
、
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
大
会
が
開
催
さ
れ
る
。

　

２８
年
度
に
は
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
全
国
大
会
」
の
開
催
も
計
画
さ

れ
て
い
る
。
高
齢
者
を
中
心
と
し

た
体
力
づ
く
り
、
健
康
の
保
持
・

増
進
、
生
き
が
い
の
高
揚
な
ど
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
　

町
の
車
の
数
は
年
々
増

加
し
て
い
る
。
人
口
の
増
加
も
想

定
さ
れ
る
中
で
、
町
内
の
道
路
に

つ
い
て
安
全
確
保
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　

年
４
回
の
交
通
安
全
運

動
の
実
施
、
交
通
指
導
員
や
見
守

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
街
頭
指

導
、
広
報
車
に
よ
る
朝
の
巡
回
広

報
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

自
治
会
か
ら
の
要
望
に
基
づ

き
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
を
計
画

的
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
や
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
、
路

A
現
状
を
見
据
え
計
画

的
に
対
処
す
る

Q
町
の
変
化
に
対
応
す

る
交
通
政
策
を

議
　
員

町
　
長

側
線
な
ど
も
整
備
し
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

両
面
か
ら
安
全
確
保
対
策
に
努
め

て
い
く
。

　
　
　
　

高
齢
者
の
交
通
事
故
が

増
加
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

対
策
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

確
か
に
本
町
で
も
事
故

件
数
に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合

は
、
年
々
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
を
対
象
と
し
た
交

議
　
員

町
　
長

通
安
全
講
習
会
や
交
通
安
全
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
の
開
催
、
高
齢
者

の
参
加
・
体
験
型
講
習
会
な
ど
を

開
催
し
て
い
る
。

　
　
　
　

交
通
体
系
に
つ
い
て
、

現
状
に
見
合
う
工
夫
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　
　
　
　

既
存
の
公
共
交
通
機
関

を
補
完
す
る
交
通
手
段
の
検
討
を

行
う
。

議
　
員

町
　
長

危険、早急な対策を

一 般 質 問

A

Q
山
やま

口
ぐち

 憲
けん

一
いち

郎
ろう

議員

スポーツで元気のある町づくりを
生涯スポーツに積極的に取り組む
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東
日
本
大
震
災
か
ら
２

年
半
経
過
し
た
が
、
復
興
は
ま
だ

道
半
ば
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
被
災

地
へ
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て

き
た
か
。

　
　
　
　

義
援
金
は
総
額
８
１
３

万
円
、
救
援
物
資
は
衣
類
な
ど
約

８
万
点
と
カ
ッ
プ
麺
な
ど
の
食
料

品
約
２
７
０
０
食
を
送
っ
て
い

る
。
人
的
支
援
と
し
て
は
２３
年
に

１３
人
の
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
。

　
　
　
　

現
在
、
被
災
地
の
各
県

は
、
自
治
体
の
深
刻
な
職
員
不
足

が
復
興
事
業
の
進
ま
な
い
大
き
な

原
因
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
、
全

国
の
自
治
体
に
対
し
、
応
援
職
員

議
　
員

町
　
長

議
　
員

の
増
員
依
頼
を
し
た
と
の
報
道
が

あ
っ
た
。
今
後
、
職
員
派
遣
の
計

画
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　

現
在
、
正
式
な
要
請
は

な
い
が
、
報
道
に
よ
る
と
復
興
事

業
に
関
与
す
る
土
木
等
の
専
門
知

識
を
有
す
る
職
員
不
足
が
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
本
町
は
、

全
国
的
に
見
て
も
少
な
い
職
員
数

で
行
政
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
特

に
土
木
、
建
築
等
の
専
門
的
な
知

識
・
経
験
を
必
要
と
す
る
業
務
は

十
分
な
体
制
で
は
な
い
。
従
っ
て

現
状
で
は
難
し
い
が
、
要
請
が
あ

れ
ば
検
討
し
た
い
。

町
　
長

　
　
　
　

政
府
は
生
活
保
護
費
の

う
ち
、
日
常
生
活
の
費
用
で
あ
る

「
生
活
扶
助
費
」の
基
準
額
を
、
25

年
８
月
か
ら
引
き
下
げ
て
い
る
。

特
に
子
育
て
家
庭
な
ど
人
数
の
多

い
世
帯
で
影
響
が
大
き
い
と
聞
い

て
い
る
。
本
町
の
生
活
保
護
者
の

場
合
、
削
減
額
の
実
態
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　

例
え
ば
３３
歳
の
夫
と
２９

歳
の
妻
と
４
歳
の
子
の
世
帯
で
比

較
し
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
の
１３
万

１
３
５
０
円
が
８
月
か
ら
１２
万

８
１
２
０
円
と
な
り
３
２
３
０
円

の
減
額
と
な
る
。

　
　
　
　

こ
の
基
準
額
は
就
学
援

助
制
度
等
他
の
多
く
の
生
活
支
援

制
度
の
目
安
に
な
っ
て
お
り
、
引

き
下
げ
は
生
活
保
護
受
給
者
だ
け

で
な
く
こ
う
し
た
制
度
の
利
用
者

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
こ
れ

ら
の
影
響
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

今
年
度
に
お
い
て
は
影

響
が
出
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い

る
。
ま
た
、
来
年
度
以
降
も
、
国

A
他
制
度
に
影
響
な
い

よ
う
に
配
慮
す
る

Q
生
活
保
護
費
削
減
の

影
響
は
ど
う
な
る

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

は
影
響
が
出
な
い
よ
う
に
対
応
し

た
い
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　

こ
れ
ま
で
の
国
政
選
挙

で
は
複
数
の
政
党
が
道
州
制
を
公

約
と
し
て
提
唱
し
て
お
り
、
経
済

界
で
は
日
本
経
済
団
体
連
合
会
が

道
州
制
実
現
に
向
け
た
緊
急
提
言

を
行
っ
て
い
る
。
道
州
制
は
国
の

統
治
機
構
の
大
改
革
で
あ
り
、
国

・
道
州
・
基
礎
自
治
体
の
３
層
と

す
る
な
ど
の
体
制
が
提
案
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
道
州
制
に
つ
い
て
町

長
の
見
解
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

全
国
町
村
会
で
は
一
貫

し
て
反
対
し
て
い
る
。
町
村
会
に

所
属
す
る
首
長
と
し
て
は
町
村
会

の
総
意
を
尊
重
す
る
も
の
で
あ

る
。
道
州
制
の
内
容
や
実
態
な

ど
、
不
透
明
な
と
こ
ろ
も
多
い
よ

う
に
感
じ
て
い
る
。
特
に
基
礎
自

治
体
の
有
り
様
や
役
割
な
ど
も
定

か
で
は
な
く
、
明
確
な
姿
が
見
え

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
こ
れ
か

ら
十
分
な
国
民
的
議
論
が
必
要
と

考
え
る
。

A
道
州
制
導
入
に
は
反

対
で
あ
る

Q
道
州
制
に
対
す
る
見

解
は
ど
う
か

議
　
員

町
　
長

被災地（石巻市）における 23年当時の
本町職員の活動写真

一 般 質 問

A

Q
　　  　　

議員

　
　

一 般 質 問

A

Q
内
うち

村
むら

  博
ひろ

法
のり

議員

被災地へ職員派遣計画はあるのか
現状では難しいが検討したい
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高
田
小
学
校
線
の
完
成

は
い
つ
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　

小
学
校
入
口
な
ど
周
辺

の
整
備
を
含
め
て
、
26
年
度
に
完

成
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　

百
合
野
側
か
ら
小
学
校

へ
向
か
う
児
童
な
ど
、
歩
行
者
の

安
全
対
策
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　

路
面
着
色
な
ど
路
側
帯

の
整
備
を
検
討
し
、
運
転
者
へ
注

意
を
促
す
対
策
に
取
り
組
む
。

　
　
　
　

も
と
も
と
ル
ー
プ
橋
に

は
あ
ま
り
賛
成
で
は
な
く
県
道
を

拡
幅
し
た
分
、
歩
道
橋
を
伸
ば
せ

ば
い
い
と
考
え
て
い
た
。　
　
　

　

こ
の
地
区
の
道
路
の
将
来
計
画

を
示
せ
。

　
　
　
　
　

難
し
い
と
思
う
が
、

百
合
野
団
地
を
通
っ
て
打
坂
へ
抜

け
る
計
画
は
あ
る
。

　
　
　
　

児
童
の
安
全
確
保
の
た

め
、
ル
ー
プ
橋
が
完
成
し
た
ら
歩

道
だ
け
で
も
供
用
開
始
し
て
は
ど

う
か
。

　
　
　
　

県
と
協
議
す
る
。

　
　
　
　

車
が
通
行
す
る
よ
う
に

な
る
と
危
険
に
な
る
。
高
田
小
の

坂
の
下
か
ら
百
合
野
方
面
へ
の
安

全
対
策
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

議
　
員

建
設
部
長

議
　
員

部
　
長

議
　
員

　
　
　
　

広
い
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は

難
し
い
が
、
何
ら
か
の
対
応
を
考

え
る
。

　
　
　
　

ほ
ほ
え
み
の
家
付
近
の

横
断
歩
道
に
、
安
全
面
か
ら
信
号

機
を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　

認
識
し
て
い
る
。
時
津

警
察
署
に
要
望
し
て
い
る
。

　
　
　
　

高
田
小
中
の
子
ど
も
た

ち
が
多
数
利
用
し
て
い
る
が
、
危

険
な
横
断
歩
道
で
あ
る
。
事
故
が

発
生
し
て
か
ら
で
は
遅
い
。
押
し

ボ
タ
ン
式
で
も
良
い
か
ら
設
置
で

き
な
い
の
か
。

部
　
長

県
道
の
信
号
設
置
は

議
　
員

町
　
長

議
　
員

　
　
　
　
　
　
　

何
度
も
要
望
し

て
い
る
。

　
　
　
　

職
員
が
要
望
し
て
も
設

置
で
き
な
い
の
な
ら
、
町
長
が
県

警
へ
出
向
い
て
お
願
い
す
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

　
　
　
　

内
部
で
よ
く
協
議
し
対

応
し
た
い
。

　
　
　
　

高
田
越
バ
ス
停
を
百
合

野
橋
方
面
へ
移
動
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　
　

右
折
帯
の
設
置
と
反
対

側
の
バ
ス
停
と
の
関
係
で
今
の
位

置
に
な
っ
た
。

　
　
　
　

誰
に
設
置
場
所
の
決
定

地
域
政
策
課
長

議
　
員

町
　
長

高
田
越
バ
ス
停
は

議
　
員

町
　
長

議
　
員

権
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　

道
路
管
理
者（
長
崎
県
）、

警
察
、
長
崎
バ
ス
で
協
議
し
決
定

し
た
。

　
　
　
　

地
元
自
治
会
と
の
協
議

は
さ
れ
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

ケ
ー
ス
バ
イ
ケ

ー
ス
で
相
談
す
る
こ
と
は
あ
る

が
、こ
の
件
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　
　
　
　

バ
ス
停
は
さ
く
ら
の
団

地
入
口
で
、
横
断
歩
道
ま
で
遠
く

な
っ
た
た
め
横
断
歩
道
を
渡
ら
ず

に
、
直
接
、
県
道
を
横
断
し
て
い

る
人
が
い
る
。
危
険
・
横
断
禁
止

な
ど
の
看
板
を
設
置
す
べ
き
で
は

な
い
の
か
。

　
　
　
　

管
理
者
で
あ
る
県
と
良

く
協
議
す
る
。

　
　
　
　

町
の
財
政
は
大
丈
夫

か
。
財
政
計
画
を
示
せ
。

　
　
　
　

歳
入
に
見
合
っ
た
予
算

を
計
上
し
て
い
る
。
公
表
で
き
る

正
式
な
計
画
は
な
い
が
、
現
行
制

度
を
基
本
に
財
政
見
通
し
的
な
も

の
は
作
成
し
て
い
る
。

町
　
長

議
　
員

都
市
整
備
課
長

議
　
員

課
　
長

A
歳
入
に
見
合
っ
た
予

算
を
計
上

Q
大
丈
夫
か
町
の
財
政

議
　
員

町
　
長

通学路の安全確保を
（高田小体育館下付近）

一 般 質 問

A

Q
　　  　　

議員

　
　

一 般 質 問

A

Q
　佐

さ

藤
とう

  　昇
のぼる

　
議員

どうする高田小下の安全対策
何らかの対応を考える
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行
政
に
は
、
貴
重
な
住

民
情
報
等
の
デ
ー
タ
が
集
約
さ
れ

て
い
る
。
情
報
管
理
リ
ス
ク
に
対

す
る
厳
重
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
欠

か
せ
な
い
。
長
与
町
で
過
去
に
個

人
情
報
漏
え
い
事
件
が
起
こ
っ
た

こ
と
が
あ
る
か
。

　
　
　
　

漏
え
い
事
件
が
発
生
し

た
こ
と
は
な
い
。

　
　
　
　

総
務
省
が
行
っ
て
い
る

行
政
個
人
情
報
保
護
法
の
施
行
状

況
で
は
22
年
度
が
4
9
8
件
、
23

年
度
が
7
2
3
件
と
増
え
て
い

る
。
そ
の
中
で
誤
送
信
・
誤
送
付

が
最
も
多
い
。
長
与
町
で
は
ど
う

か
。

　
　
　
　
　

総
務
部
に
報
告
は
な

い
。

　
　
　
　

情
報
漏
え
い
の
発
生
元

と
し
て
は
、
行
政
機
関
の
管
理
と

委
託
先
の
管
理
が
あ
る
が
、
委
託

先
に
指
導
監
督
は
ど
の
よ
う
に
行

っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　

規
定
を
設
け
て
契
約

上
う
た
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

総
務
省
の
チ
ェ
ッ
ク
シ

ー
ト
を
使
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

る
か
。

議
　
員

町
　
長

議
　
員

総
務
部
長

議
　
員

総
務
課
長

漏ろ
う
え
い洩
対
策
は
万
全
か

議
　
員

　
　
　
　
　

使
用
し
て
な
い
。
個

人
情
報
保
護
条
例
を
根
幹
に
し
て

運
用
手
引
き
、
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル

で
指
導
を
徹
底
し
て
い
る
。

　
　
　
　

サ
イ
バ
ー
攻
撃
や
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
イ
ル
ス
防
止
策
の

具
体
的
な
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
を

使
用
し
て
い
る
。
ま
た
無
許
可
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
の
導
入
を
禁
止
し
て

い
る
。

　
　
　
　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の

強
化
は
可
能
か
。

　
　
　
　
　
　
　

安
全
な
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
進
め
て
い

き
た
い
。

　
　
　
　

廃
棄
PC
お
よ
び
レ
ン
タ

ル
PC
の
デ
ー
タ
消
去
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　

デ
ー
タ
消
去
ソ
フ
ト
を

利
用
し
て
い
る
。

　
　
　
　

デ
ー
タ
代
替
領
域
の
残

留
情
報
に
関
し
て
は
消
去
で
き
て

い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

勉
強
不
足
で
あ

る
。

　
　
　
　

使
用
済
小
型
電
子
機
器

等
の
回
収
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
「
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
を
物
理
的

に
破
壊
す
る
な
ど
に
よ
り
デ
ー
タ

総
務
課
長

議
　
員

町
　
長

議
　
員

企
画
振
興
部
長

議
　
員

町
　
長

議
　
員

企
画
振
興
部
長

議
　
員

漏
え
い
防
止
」
と
あ
る
が
レ
ン
タ

ル
で
可
能
か
。

　
　
　
　

確
認
し
対
応
を
行
っ
て

い
く
。

　
　
　
　

職
員
へ
の
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
と
し
て
研
修
を
考
え

て
い
る
か
。

　
　
　
　

今
後
、
少
な
く
と
も
年

に
１
回
は
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　
　

督
促
状
の
ミ
ス
等
ヒ
ュ

ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を
防
ぐ
た
め
に
PC

の
シ
ス
テ
ム
化
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

　
　
　
　
　

情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

の
入
れ
換
え
時
期
に
取
り
入
れ
る
。

　
　
　
　

実
施
計
画
の
進
捗
状
況

は
ど
う
か
。

　
　
　
　

進
ん
で
い
る
分
野
が
あ

る
一
方
、
遅
れ
て
い
る
分
野
も
あ

る
。

　
　
　
　

町
長
が
掲
げ
た
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
で
変
更
に
な
っ
た
基
本
計

画
が
あ
る
か
。

部
　
長

議
　
員

部
　
長

議
　
員

税
務
部
長

A
遅
れ
て
い
る
分
野
は

努
力
し
て
い
く

Q
進
ん
で
い
る
か
町
の

実
施
計
画

議
　
員

町
　
長

町
長
の
考
え
は

議
　
員

　
　
　
　

今
は
な
い
が
「
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
」
を
明
確
化
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
「
ま

ち
づ
く
り
計
画
」
策
定
の
具
体
的

な
進
め
方
を
伺
う
。

　
　
　
　

5
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
計
画
案
を
取
り
ま
と
め
る
。

町
　
長

議
　
員

町
　
長

住民と語ろう「まちづくり計画」

一 般 質 問

A

Q
　　  　　

議員

　
　

一 般 質 問

A

Q
饗
あい

庭
ば

  敦
あつ

子
こ

議員

住民の個人情報は大丈夫か
個人情報保護条例に基づいて行う
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団
地
、
公
共
施
設
等
の

老
朽
化
な
ど
に
よ
る
景
観
や
環
境

美
化
の
変
化
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

老
朽
化
が
生
じ
て
い
る

公
共
施
設
等
に
お
い
て
は
、
美
観

等
に
配
慮
し
て
い
く
。

　
　
　
　

劣
化
や
汚
れ
の
現
象
が

現
れ
て
い
る
が
、
誰
が
状
況
を
判

断
す
る
の
か
。

　
　
　
　

各
所
管
で
協
議
し
検
討

し
て
い
る
。

　
　
　
　

統
一
的
な
判
断
で
検
討

す
る
計
画
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　

全
体
で
協
議
し
検
討
し

て
い
く
。

　
　
　
　

西
高
田
町
営
住
宅
の
外

見
は
汚
れ
が
目
立
ち
、
長
与
第
二

中
学
校
の
屋
上
庇ひ
さ
し

部
分
の
タ
イ
ル

が
は
が
れ
、
高
田
小
学
校
体
育
館

の
屋
根
の
ま
だ
ら
に
な
っ
た
塗
装

状
態
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　

老
朽
化
の
施
設
等
に
お

い
て
は
、
予
算
も
伴
う
の
で
計
画

的
な
補
修
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
　

二
中
の
庇
部
分
の
タ
イ

ル
は
が
れ
は
、
危
険
で
あ
り
、
安

全
上
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

数
年
前
に
、
専
門
業
者

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

議
　
員

教
育
長

に
よ
る
調
査
と
補
修
を
行
っ
て
い

る
。

　
　
　
　

長
与
駅
の
陸
橋
階
段
を

見
る
と
錆
が
ひ
ど
く
安
全
性
に
も

問
題
が
あ
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

補
修
工
事
な
ど
を
検

討
し
て
い
る
。

議
　
員

建
設
部
長

　
　
　
　

汚
れ
が
目
立
ち
、
文
字

が
は
が
れ
て
見
に
く
い
案
内
板
、

古
い
掲
示
板
、
長
年
そ
の
ま
ま
に

し
て
あ
る
標
語
塔
は
、
早
急
に
調

査
し
対
処
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　

そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
た
所

管
に
お
い
て
管
理
を
行
っ
て
お

り
、
逐
次
塗
り
替
え
を
行
う
な

ど
、
維
持
管
理
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
　

国
体
を
機
会
に
、『
き

れ
い
な
町
づ
く
り
』
に
積
極
的
に

取
り
組
む
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　

地
域
の
緑
化
や
空
き
缶

等
の
ご
み
散
乱
防
止
、
花
植
え
、

花
の
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　
　
　

榎
の
鼻
造
成
工
事
に
伴

い
、
高
田
駅
に
パ※
１

ー
ク
ア
ン
ド
ラ

イ
ド
や
キ※
２

ス
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
、
バ

ス
停
の
設
置
な
ど
は
検
討
で
き
な

い
か
。

　
　
　
　

特
に
新
た
な
環
境
整
備

事
業
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
　

バ
ス
停
設
置
条
件
と
し

古
い
案
内
板
改
善
を

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

A
検
討
し
て
い
く

Q
榎
の
鼻
工
事
に
よ
る

周
辺
環
境
整
備
は

議
　
員

町
　
長

議
　
員

て
、
川
沿
い
の
道
路
を
一
方
通
行

に
し
、
小
型
バ
ス
を
利
用
す
る
な

ど
の
工
夫
も
あ
る
。
ま
た
商
業
施

設
な
ど
と
の
連
携
を
図
る
た
め
、

町
内
循
環
バ
ス
に
つ
な
げ
る
こ
と

で
、
地
域
の
活
性
化
に
も
な
る
が

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

将
来
的
に
は
検

討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　

キ
ス
ア
ン
ド
ラ
イ
ド

と
し
て
、
場
所
の
充
実
を
図
る

　
　
　
　

通
学
路
に
お
け
る
児
童

の
安
全
面
は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　

整
理
組
合
と
連
携
を
取

り
対
応
し
て
い
く
。

　
　
　
　

豪
雨
に
よ
る
河
川
へ
の

影
響
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　

開
発
時
に
雨
量
の
流
域

区
域
を
決
定
し
、
流
量
計
算
を
行

い
、
そ
れ
に
伴
い
調
整
池
の
規
模

を
確
定
し
、
河
川
へ
緩
や
か
に
放

流
し
て
い
る
。

都
市
整
備
課
長

建
設
部
長

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

※
１ 

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド

自
宅
か
ら
自
家
用
車
で
駅
や
バ
ス
停
ま

で
行
き
、
駐
車
場
に
駐
車
し
公
共
交
通

機
関
を
利
用
す
る
形
態

※
２ 

キ
ス
ア
ン
ド
ラ
イ
ド

自
宅
か
ら
自
家
用
車
で
駅
や
バ
ス
停
ま

で
、
家
族
か
ら
送
り
迎
え
を
し
て
も
ら

う
通
勤
、
通
学
の
形
態

安全上も、美観も
　　　　考えるのは、

今でしょう

一 般 質 問

A

Q
　　  　　

議員

　
　

一 般 質 問

A

Q
川
かわ

井
い

  哲
てつ

雄
お

議員

きれいな町 長与への取り組みは
老朽化施設は美観等に配慮する
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消
防
団
は
地
域
の
安
心

安
全
を
守
り
、「
自
ら
の
地
域
は

自
ら
守
る
」
と
い
う
精
神
に
基
づ

き
活
動
し
て
い
る
。
地
域
防
災
を

推
進
す
る
た
め
、
ま
た
見
守
り
や

火
災
予
防
体
制
強
化
を
目
的
と
し

た
ソ
フ
ト
面
で
の
活
躍
を
期
待

し
、
女
性
消
防
団
員
の
募
集
は
ど

う
か
。

　
　
　
　
　

啓
発
活
動
な
ど
活
躍

の
場
は
あ
る
と
思
う
。
今
後
、
消

防
団
と
相
談
し
て
み
た
い
。

　
　
　
　

地
域
防
災
計
画
に
自
主

防
災
組
織
と
の
連
携
と
あ
る
が
、

明
確
で
は
な
い
。
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　

実
際
、
緊
急
避
難
勧
告

が
出
た
こ
と
が
な
い
の
で
機
能
す

る
の
か
不
安
は
あ
る
。
防
災
計
画

見
直
し
の
中
で
明
確
に
し
て
い
く
。

　
　
　
　
「
消
防
団
、民
生
委
員
、

自
治
会
、
福
祉
課
」
別
々
に
見
守

り
を
し
て
い
る
。
縦
割
り
で
は
な

く
横
串
の
体
制
を
取
り
、
効
率
的

に
訪
問
で
き
る
体
制
は
取
れ
な
い

の
か
。

　
　
　
　
　

現
在
、進
め
て
い
る
。

体
制
が
整
い
次
第
、
連
携
し
拡
充

し
て
い
く
。

議
　
員

総
務
課
長

議
　
員

課
　
長

議
　
員

福
祉
部
長

　
　
　
　

佐
々
町
桜
つ
づ
み
に

「
エ
コ
ほ
た
る
」
と
い
う
高
輝
度

蓄
光
タ
イ
ル
が
施
工
さ
れ
た
。
太

陽
光
、
蛍
光
灯
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
吸
収
、
蓄
積
し
、
暗
く
な
る

と
発
光
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
町

に
お
い
て
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

の
掛
か
ら
な
い
こ
の
蓄
光
タ
イ
ル

を
施
工
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　

コ
ス
ト
面
な
ど
確
か

め
、
今
後
の
課
題
と
し
て
検
討
し

た
い
。

　
　
　
　

こ
の
タ
イ
ル
は
、
県
と

長
崎
県
窯
業
技
術
セ
ン
タ
ー
が
共

同
開
発
し
た
。
施
工
は
町
内
の
石

材
店
で
す
る
こ
と
が
で
き
、
町
内

業
者
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
。

エ
コ
ほ
た
る
設
置
を

議
　
員

管
理
課
長

議
　
員

安
全
面
・
環
境
・
景
観
・
コ
ス
ト

面
を
考
え
施
工
す
る
考
え
は
な
い

か
。

　
　
　
　

検
討
、
研
究
す
る
。

　
　
　
　

県
と
の
共
同
開
発
と
い

う
こ
と
で
、
試
験
的
に
施
工
す
る

の
で
あ
れ
ば
補
助
事
業
と
し
て
、

町
の
負
担
は
な
い
。
町
民
の
安
心

安
全
を
考
え
、施
工
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

よ
い
も
の
で
あ
れ
ば
、

施
工
し
た
い
。
今
後
、
研
究
し
て

い
く
。

　
　
　
　

県
が
行
う
補
助
事
業
で

あ
る
。
本
気
で
住
民
の
安
心
安
全

を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
も
っ
と

「
ア
ン
テ
ナ
」
を
張
り
、
取
り
組

ん
で
い
く
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　

興
味
が
あ
る
。
検
討
し

て
い
く
。

課
　
長

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

　
　
　
　

保
育
ニ
ー
ズ
は
「
経
済

的
支
援
」「
仕
事
と
子
育
て
の
両

立
支
援
」
で
あ
る
。
病
児
保
育
の

あ
る
時
津
町
は
立
地
場
所
が
遠
方

で
利
用
し
に
く
い
と
聞
く
が
ど
う

か
。

　
　
　
　
　

医
療
機
関
で
の
設
置

が
望
ま
し
い
が
、
町
内
で
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。

　
　
　
　

子
育
て
世
代
が
増
加
す

る
。「
子
育
て
し
や
す
い
町
」
を

目
指
し
て
い
る
が
見
解
を
問
う
。

　
　
　
　

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い

る
。

　
　
　
　

本
事
業
の
周
知
を
し
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

健
康
保
険
課
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
記
載
で
き
な
い
か
相
談

す
る
。

A
考
え
て
い
く
べ
き
と

認
識
し
て
い
る

Q
病
児
保
育
で
子
育
て

支
援
を
図
れ

議
　
員

福
祉
部
長

議
　
員

町
　
長

議
　
員

部
　
長

暗闇で光る蓄光タイル
「エコほたる」

一 般 質 問

A

Q
　金

かね

子
こ

  　恵
めぐみ

　
議員

エコほたるで住民の安心安全を
今後の課題として研究する
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小
中
学
校
教
室
の
室
温

管
理
は
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て

い
る
か
。

　
　
　
　

養
護
教
諭
が
毎
日
校
舎

内
の
室
温
を
計
測
し
、
記
録
し
て

い
る
。
必
要
に
応
じ
窓
の
開
閉
を

指
示
し
て
い
る
。

　

担
任
は
授
業
を
行
う
場
所
の
気

温
に
気
を
配
り
な
が
ら
授
業
を
行

っ
て
い
る
。

　
　
　
　

学
校
安
全
法
に
基
づ
き

文
部
科
学
省
が
定
め
た
学
校
環
境

衛
生
基
準
の
中
で
、
教
室
内
の
温

度
に
つ
い
て
は
「
10
度
以
上
30
度

以
下
が
望
ま
し
い
」
と
あ
る
が
、

実
際
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

　
　
　
　
　
　
　

今
年
の
７
月
分

に
つ
い
て
２
校
で
調
査
し
た
。
登

校
日
数
14
日
の
う
ち
６
日
で
31
度

以
上
だ
っ
た
。

　
　
　
　

気
象
庁
発
表
の
デ
ー
タ

で
は
、
７
月
は
気
温
が
30
度
以
下

の
日
は
３
日
し
か
な
か
っ
た
。
授

業
参
観
な
ど
で
学
校
に
行
く
と
、

と
て
も
暑
く
感
じ
た
。
近
隣
市
町

の
冷
房
機
器
の
設
置
状
況
は
ど
う

か
。

　
　
　
　

島
原
市
が
火
砕
流
の
関

係
で
国
の
補
助
を
受
け
設
置
し
、

大
村
市
が
２
学
期
制
の
導
入
の
関

議
　
員

教
育
長

議
　
員

教
育
委
員
会
理
事

議
　
員

教
育
長

係
で
設
置
し
て
い
る
。

　
　
　
　

子
ど
も
達
へ
の
指
導
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

熱
中
症
に
係
る
保
健
指

導
を
発
達
段
階
に
応
じ
て
行
っ
て

い
る
。

　

熱
中
症
を
念
頭
に
お
い
て
、
水

分
を
こ
ま
め
に
取
る
こ
と
。
さ
ら

に
、
身
体
を
動
か
す
授
業
で
は
、

気
温
に
応
じ
た
運
動
量
や
活
動
時

間
の
調
整
に
配
慮
し
て
い
る
。

　
　
　
　

教
室
へ
の
冷
房
や
扇
風

機
の
設
置
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

一
部
、
風
が
通
ら
ず
気

議
　
員

教
育
長

議
　
員

教
育
長

温
が
上
が
る
教
室
に
扇
風
機
を
置

い
て
い
る
が
、
基
本
的
に
通
常
の

教
室
に
は
冷
房
や
扇
風
機
は
設
置

し
て
い
な
い
。

　
　
　
　

全
教
室
へ
の
設
置
計
画

は
な
い
か
。

　
　
　
　

近
年
の
温
暖
化
に
よ
る

平
均
気
温
の
上
昇
と
い
う
環
境
変

化
の
中
、
検
討
し
た
が
現
在
は
考

え
て
い
な
い
。

　
　
　
　

設
置
は
、
保
護
者
の
要

望
も
強
い
。
課
題
や
問
題
点
は
何

か
。

　
　
　
　
「
保
護
者
の
要
望
が
あ

議
　
員

教
育
長

議
　
員

教
育
長

っ
た
か
ら
」
と
言
う
こ
と
に
は
疑

義
を
唱
え
た
い
。
財
政
的
な
こ
と

や
コ
ス
ト
が
課
題
で
あ
る
。
大
村

市
で
は
２
年
程
度
で
壊
れ
た
と
聞

い
た
。
子
ど
も
は
肌
を
さ
ら
し
、

暑
さ
に
耐
え
、
寒
さ
に
耐
え
、
忍

耐
強
く
、
た
く
ま
し
く
育
て
る
こ

と
が
大
切
だ
。

　
　
　
　

認
可
外
保
育
所
や
幼
稚

園
へ
子
ど
も
を
預
け
る
保
護
者
へ

の
町
が
行
う
負
担
軽
減
策
は
ど
う

か
。

　
　
　
　

４
月
か
ら
保
育
料
の
見

直
し（
実
質
値
下
げ
）を
行
っ
た
。

幼
稚
園
で
は
幼
稚
園
就
園
奨
励
費

補
助
金
が
あ
る
が
、
認
可
外
保
育

所
分
は
行
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
　

認
可
外
保
育
所
は
、
認

可
が
埋
め
ら
れ
な
い
保
育
ニ
ー
ズ

の
隙
間
を
埋
め
て
き
た
。
保
護
者

へ
の
直
接
的
な
負
担
軽
減
策
は
講

じ
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

な
い
。
認
可
保

育
所
に
対
し
重
点
的
に
行
う
。

A
認
可
保
育
所
に
対
し

重
点
的
に
行
う

Q
認
可
外
保
育
所
保
護

者
へ
の
支
援
を

議
　
員

町
　
長

議
　
員

生
活
福
祉
部
長

大村市内の小学校に設置されている扇風機

一 般 質 問

A

Q
　　  　　

議員

　
　

一 般 質 問

A

Q
安
あん

藤
どう

  克
かつ

彦
ひこ

議員

小中校全教室への冷房等の設置を
いまのところ考えていない
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高
田
南
区
画
整
理
事
業

が
長
引
い
た
主
な
原
因
は
何
か
。

　
　
　
　

事
業
に
当
た
っ
て
要
望

額
の
補
助
金
が
確
保
で
き
ず
、
町

単
独
の
予
算
も
つ
ぎ
込
む
こ
と
も

非
常
に
難
し
い
。
ま
た
区
画
整
理

の
性
格
上
、
広
範
囲
の
造
成
工
事

も
困
難
で
あ
る
。

　

今
後
、
Ｊ
Ｒ
工
事
や
県
道
工
事

も
ほ
ぼ
め
ど
が
つ
い
た
の
で
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
推
進
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　
　

高
田
越
ト
ン
ネ
ル
上
部

の
道
路
に
亀
裂
箇
所
が
あ
る
よ
う

だ
が
、
保
育
園
の
送
迎
バ
ス
や
介

護
送
迎
車
が
通
っ
て
危
険
で
あ

る
。
今
後
の
補
修
見
通
し
は
ど
う

か
。

　
　
　
　

盛
り
土
の
沈
下
が
原
因

で
あ
り
、現
在
は
収
ま
っ
て
い
る
。

今
後
、
通
行
な
ど
も
含
め
注
意
を

払
い
、
補
修
工
事
に
努
め
る
。

　
　
　
　

高
田
小
学
校
前
ル
ー
プ

橋
の
先
線
工
事
に
つ
い
て
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

　
　
　
　

今
年
度
は
、
高
田
小
よ

り
高
田
公
民
館
へ
下
る
道
路
法
面

工
事
を
、
県
発
注
で
Ｊ
Ｒ
が
受

託
、
工
事
は
26
年
１
月
に
完
成
予

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

定
で
あ
る
。

　

町
と
し
て
は
、

こ
の
工
事
と
の
関

連
性
を
踏
ま
え
、

高
田
小
学
校
入
口

付
近
や
体
育
館
下

付
近
の
道
路
整
備

も
早
め
に
進
め
る
。

　
　
　
　

体
育
館

下
付
近
の
道
路
は
、

狭
い
う
え
に
通
学

路
で
あ
る
。
安
全

性
を
考
え
て
歩
道

整
備
が
で
き
な
い

か
。

　
　
　
　
　

幅
の

広
い
歩
道
整
備
は

無
理
だ
が
、
安
全

性
を
考
慮
し
た
少
し
狭
い
歩
道
整

備
が
で
き
な
い
か
研
究
努
力
し
た

い
。

　
　
　
　

区
画
整
理
事
業
で
移
転

を
し
て
い
る
人
に
対
し
て
、
進
捗

状
況
や
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
説
明
会
が
で
き
な
い
か
。

移
転
に
協
力
し
て
い
る
住
民
は
長

期
に
わ
た
る
人
も
い
る
。
不
安
を

解
消
す
る
意
味
も
あ
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
　
　
　

道
ノ
尾
温
泉
横
に
事
業

議
　
員

建
設
部
長

議
　
員

町
　
長

所
が
あ
る
の
で
、
説
明
を
す
る
。

　
　
　
　

町
か
ら
個
別
に
説
明
で

き
な
い
か
。

　
　
　
　
　

今
後
、
回
覧
な
ど
で

案
内
で
き
な
い
か
考
え
る
。

　
　
　
　

ま
る
た
ん
ぼ
ク
ラ
ブ
の

分
割
は
、
６
月
議
会
で
質
問
し
て

議
　
員

建
設
部
長

A
早
期
分
割
を
目
指
す

Q
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
早
期
分
割
を

議
　
員

か
ら
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
。

　
　
　
　

商
店
街
の
空
き
店
舗
利

用
に
つ
い
て
模
索
し
た
が
、
必
要

面
積
を
満
た
す
場
所
が
な
い
。
今

後
そ
の
よ
う
な
情
報
が
あ
れ
ば
随

次
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　

こ
の
問
題
は
、
夏
休
み

前
に
解
決
し
て
欲
し
か
っ
た
。
今

の
答
弁
で
は
待
ち
の
姿
勢
だ
。
も

っ
と
積
極
的
な
姿
勢
で
取
り
組
ん

で
欲
し
い
。
県
内
で
は
、
社
会
福

祉
法
人
な
ど
の
民
間
で
こ
の
事
業

を
し
て
い
る
所
も
あ
る
。
本
町

も
、
近
隣
の
保
育
園
な
ど
の
利
活

用
も
含
め
て
検
討
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

民
間
活
用
は
、

今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

町
　
長

議
　
員

生
活
福
祉
部
長

早い分割をお願いします

早めの工事完了を

一 般 質 問

A

Q
　　  　　

議員

　
　

一 般 質 問

A

Q
西
にし

岡
おか

  克
かつ

之
ゆき

議員

高田南区画整理事業の早期完成を
一日も早い事業進捗に努める
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生
活
保
護
対
象
世
帯
と

人
数
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　
　
　
　

長
崎
県
西
彼
福
祉
事
務

所
の
統
計
で
は
、
２５
年
４
月
の
受

給
世
帯
数
は
１
８
５
世
帯
。
受
給

者
数
は
３
２
９
人
で
あ
る
。

　
　
　
　

今
回
の
減
額
改
正
は
、

生
活
保
護
者
に
と
っ
て
、
生
き
る

た
め
の
生
活
基
盤
で
あ
る
食
費
、

光
熱
水
費
な
ど
の
生
活
扶
助
費
が

引
き
下
げ
ら
れ
た
。
受
給
者
に
と

っ
て
の
影
響
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

３３
歳
の
夫
と
２９
歳
の
妻
、

４
歳
の
子
の
世
帯
で
、
月
額
で

３
２
３
０
円
の
減
額
に
な
る
。

　
　
　
　

生
活
困
窮
に
よ
り
、
近

所
付
き
合
い
や
親
戚
付
き
合
い
も

制
限
し
、
人
と
の
つ
な
が
り
や
縁

が
遠
く
な
る
な
ど
、
貧
困
が
負
の

連
鎖
反
応
を
招
く
こ
と
と
な
る
。

ど
う
思
う
か
。

　
　
　
　

生
活
に
困
窮
す
る
住
民

が
、
安
心
し
て
相
談
で
き
る
窓
口

環
境
に
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
努

力
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

生
活
保
護
の
申
請
後
の

調
査
は
、誰
が
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

所
管
し
て
い
る
福
祉

事
務
所
の
担
当
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

が
、
申
請
者
の
自
宅
を
訪
問
し
実

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

議
　
員

福
祉
課
長

施
し
て
い
る
。

　
　
　
　

本
町
で
、
今
ま
で
に
不

正
受
給
な
ど
は
あ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　

福
祉
事
務
所
か
ら
報
告

が
な
い
の
で
、
発
生
し
て
い
な
い

と
考
え
る
。

　
　
　
　

障
が
い
者
施
策
に
関
わ

る
助
成
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

現
行
の
「
障
害
者
福
祉

タ
ク
シ
ー
助
成
事
業
」
は
、
対
象

者
１
人
当
た
り
５
０
０
円
券
を
１２

議
　
員

町
　
長

A
企
業
と
も
相
談
し

検
討
す
る

Q
障
が
い
者
の
交
通
費

助
成
の
拡
大
を

議
　
員

町
　
長

枚
交
付
し
て
い
る
。
２４
年
度
は

２
０
２
人
へ
交
付
し
て
い
る
。

　

療
育
手
帳
や
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
人

に
、
自
立
訓
練
な
ど
で
作
業
所
へ

の
通
所
時
に
、
交
通
機
関
を
利
用

す
る
場
合
の
助
成
を
行
っ
て
い

る
。
２４
年
度
の
実
績
は
３２
人
で
あ

る
。

　
　
　
　

長
崎
市
の
交
通
費
助
成

は
、
障
が
い
者
が
自
由
に
選
択
で

き
る
制
度
に
な
っ
て
い
る
。

　

本
町
で
も
、
現
行
の
タ
ク
シ
ー

券
か
ガ
ソ
リ
ン
券
、
ま
た
は
ス
マ

ー
ト
カ
ー
ド
な
ど
の
、
ど
ち
ら
か

を
選
択
で
き
る
制
度
に
で
き
な
い

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

業
者
に
話
し
、

相
談
の
上
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
　
員

生
活
福
祉
部
長

　
　
　
　

難
病
患
者
と
精
神
病
の

患
者
な
ど
が
、
障
が
い
者
の
範
囲

に
加
わ
っ
た
が
、
現
在
の
状
況
は

ど
う
か
。

　
　
　
　

窓
口
で
相
談
が
あ
っ
た

際
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
」
に

つ
い
て
説
明
。
主
治
医
と
相
談
の

上
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
。
難
病
患
者
等
居
宅
生

活
支
援
事
業
を
実
施
し
、
給
付
を

行
い
対
応
し
て
い
る
。

　
　
　
　

市
民
後
見
人
の
人
材
育

成
・
活
用
を
図
る
た
め
の
研
修
は

ど
う
か
。

　
　
　
　

検
討
を
し
た
い
。
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
や
広
報
紙
で
の
周
知
も

考
え
る
。

新
制
度
の
状
況
は

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

手すりがついて楽！らく！

生活保護の削減はどのくらい？

一 般 質 問

A

Q
　　  　　

議員

　
　

一 般 質 問

A

Q
　安

あ

部
べ

  　都
みやこ

　
議員

生活保護制度の改正に伴う影響は
現時点では分からない
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参
院
選
挙
で
自
民
党
が

掲
げ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
は
「
道

州
制
の
導
入
を
め
ざ
す
」
と
さ
れ

て
い
た
。
今
後
、
道
州
制
の
議
論

が
活
発
化
す
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

　

一
方
、
全
国
町
村
会
は
、「
道

州
制
は
大
都
市
へ
の
さ
ら
な
る
集

中
を
招
き
地
域
間
格
差
が
拡
大
す

る
。
住
民
自
治
が
埋
没
す
る
」
な

ど
、
道
州
制
に
反
対
し
て
い
る
。

　

町
長
は
就
任
以
来
、
住
民
幸
福

度
の
高
い
町
づ
く
り
を
宣
言
し
て

い
る
が
、
道
州
制
と
本
町
の
将
来

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　

町
村
会
に
属
す
る
首
長

と
し
て
、
町
村
会
の
総
意
を
尊
重

す
る
。
住
民
に
と
っ
て
ど
う
な
の

か
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
る
。
幸

福
度
日
本
一
の
町
づ
く
り
を
目
指

し
て
お
り
、
こ
れ
が
保
証
さ
れ
な

い
こ
と
に
は�

道
州
制
に
は
賛
成

で
き
な
い
。

　
　
　
　

道
州
制
で
は
、
社
会
保

障
や
教
育
は
地
方
の
自
己
責
任
と

な
り
、
交
付
税
、
補
助
金
も
先
行

き
不
透
明
で
あ
る
。

　

学
校
教
育
に
町
が
力
を
入
れ
、

や
が
て
子
ど
も
は
成
長
す
る
が
、

雇
用
の
受
け
皿
が
あ
る
大
都
市
へ

議
　
員

町
　
長

議
　
員

就
職
し
、
そ
こ
で
納
税
す
る
。

　

補
助
金
は
、
保
育
園
を
例
に
と

る
と
、
子
ど
も
を
健
康
的
に
成
長

さ
せ
る
た
め
に
最
低
限
必
要
な
部

屋
の
広
さ
、
保
育
士
数
な
ど
、
国

が
基
準
を
示
し
、
全
国
あ
ま
ね
く

公
平
性
、
平
等
性
を
確
保
す
る
役

割
が
あ
る
。

　

ふ
る
さ
と
を
守
る
責
任
者
と
し

て
、
道
州
制
反
対
を
明
確
に
打
ち

出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

住
民
目
線
が
抜
け
落
ち

た
道
州
制
論
に
つ
い
て
は
、
私
も

違
う
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　
　

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
本

質
は
人
間
性
の
発
揚
で
あ
る
。
近

町
　
長

A
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
安

全
確
保
は
第
一
に

Q
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
施

設
の
あ
り
方
示
せ

議
　
員

年
、
行
革
や
費
用
対
効
果
な
ど
、

利
潤
追
求
型
の
手
法
を
取
り
入
れ

た
運
営
が
全
国
で
な
さ
れ
て
い
る

事
例
が
あ
る
。
効
率
的
な
運
営
を

行
う
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
「
住

民
の
幸
福
」
が
目
的
で
あ
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

自
治
体
は
、
住
民
の
税
金
で
暮

ら
し
と
地
域
を
支
え
、
健
康
で
文

化
的
な
生
活
を
営
む
た
め
に
住
民

か
ら
託
さ
れ
て
い
る
。
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
政
策
と
施
設
運
営
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
安
全

が
第
一
で
あ
る
。
文
化
施
設
に
お

い
て
は
、
優
れ
た
芸
術
・
文
化
に

触
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
安
い
料
金

設
定
を
し
て
い
る
。
今
後
も
、
町

民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
な
が

ら
、
多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら

え
る
よ
う
な
企
画
・
運
営
を
行
い

た
い
。

　
　
　
　

25
年
４
月
か
ら
突
然
、

町
の
某
施
設
の
利
用
が
厳
格
化
さ

れ
「
使
い
勝
手
が
悪
く
な
っ
た
」

と
住
民
か
ら
不
満
が
出
て
い
る
。

問
題
点
は
解
消
す
べ
き
で
は
な
い

の
か
。

　
　
　
　

柔
軟
に
対
応
し
て
い
け

る
よ
う
に
し
た
い
。

教
育
長

議
　
員

教
育
長

町民の　幸せ遠のく　道州制

一 般 質 問

A

Q
　堤
つつみ

　  理
さと

志
し

　
議員

地方切り捨ての道州制に反対せよ
町民の幸福保障なければ反対
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消
費
税
の
増
税
が
議
論

さ
れ
て
い
る
が
、
町
長
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　

増
税
は
、
こ
れ
か
ら
増

え
る
社
会
保
障
の
財
源
と
し
て
必

要
と
考
え
る
。

　
　
　
　

消
費
税
は
導
入
さ
れ
て

以
後
、
社
会
保
障
の
財
源
に
使
わ

れ
て
き
て
い
な
い
。

　

消
費
税
増
税
後
、
２５
年
間
で
法

人
税
が
２
４
６
兆
円
減
税
さ
れ

た
。
輸
出
産
業
大
手
に
は
、
上
位

２０
社
だ
け
で
１
兆
１
千
億
円
の
還

付
金
が
あ
る
。
こ
う
し
た
優
遇
税

制
を
改
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

引
き
上
げ
な
い
方
が
良

い
が
、国
が
決
め
る
こ
と
で
あ
る
。

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

増
税
さ
れ
た
以
後
の
税
の
使
い
道

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

国
保
税
は
、
他
の
健
康

保
険
制
度
よ
り
も
高
い
保
険
料
で

あ
る
。
負
担
の
軽
減
を
図
る
考
え

は
な
い
か
。

　
　
　
　

負
担
軽
減
の
た
め
、
厚

労
省
に
対
し
、
国
の
負
担
の
引
き

上
げ
を
求
め
て
い
る
。

　
　
　
　

国
へ
の
負
担
引
き
上
げ

要
請
は
必
要
だ
が
、
全
国
で
は
、

国
保
会
計
に
一
般
会
計
か
ら
繰
り

入
れ
を
行
い
、
負
担
の
軽
減
を
図

っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
本
町

で
も
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

繰
り
入
れ
は
、
国
保
加

入
者
以
外
の
町
民
に
も
負
担
と
な

る
の
で
難
し
い
。

　

国
保
会
計
は
、
独
立
採
算
会
計

で
あ
る
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
は
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　

子
ど
も
の
福
祉
医
療

は
、
全
国
で
最
高
は
１８
歳
ま
で
対

A
国
の
負
担
増
加
を

求
め
た
い

Q
国
保
税
の
軽
減
を

図
れ

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

福
祉
医
療
の
拡
大
を

議
　
員

象
と
な
っ
て
い
る
。
本
町
で
も
福

祉
医
療
の
拡
大
が
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

年
齢
対
象
の
引
き
上
げ

を
前
に
、
ひ
と
り
親
家
庭
、
障
害

者
医
療
の
現
物
給
付
を
進
め
た
い
。

　
　
　
　

現
物
給
付
の
拡
大
も
必

要
だ
が
、
全
国
で
は
中
学
３
年
生

ま
で
の
医
療
費
助
成
が
約
４０
％
と

増
え
て
き
て
い
る
。
長
崎
県
内
は

松
浦
市
と
南
島
原
市
が
拡
大
し
て

い
る
。
本
町
も
拡
大
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

ま
ず
は
現
物
給

付
の
拡
大
を
優
先
す
る
。
そ
の

後
、
年
齢
対
象
問
題
は
関
係
機
関

と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

町
　
長

議
　
員

生
活
福
祉
部
長

　
　
　
　

公
共
下
水
道
の
１
０
０

％
普
及
は
可
能
か
。

　
　
　
　

１
０
０
％
普
及
は
困
難

で
あ
る
。
区
域
外
に
お
い
て
は
、

浄
化
槽
な
ど
で
対
応
し
た
い
。

　
　
　
　

区
域
外
の
住
戸
が
公
共

下
水
道
の
対
象
に
な
る
基
準
、
条

件
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

特
に
基
準
は
な
い

が
、
公
共
下
水
道
区
域
に
隣
接
し

て
い
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
。
汲

み
取
り
世
帯
は
極
力
区
域
に
入
れ

る
。

　
　
　
　

区
域
に
入
れ
る
場
合
、

住
民
か
ら
の
申
し
入
れ
に
も
応
え

る
の
か
。

　
　
　
　

要
望
を
聞
き
、
事
業
費

な
ど
を
考
慮
し
、検
討
し
て
い
く
。

A
特
に
基
準
は
な
い

Q
公
共
下
水
道
の
区
域

外
整
備
の
基
準
は

議
　
員

町
　
長

議
　
員

下
水
道
課
長

議
　
員

課
　
長

消費税はどこに（出典：「議会と自治体」2013年5月号より作成）

国保・介護の負担

一 般 質 問

A

Q
河
かわ

野
の

  龍
たつ

二
じ

議員

消費税増税は必要か
社会保障の財源のため必要



23 ながよ町議会だより　No.147

25年9月定例会の議案及び賛否

議　　　　　　　　　　案
審
議
結
果

饗
庭
敦
子

安
部　

都

内
村
博
法

分
部
和
弘

安
藤
克
彦

金
子　

恵

川
井
哲
雄

森　

謙
二

西
岡
克
之

岩
永
政
則

喜
々
津
英
世

佐
藤　

昇

山
口
憲
一
郎

堤　

理
志

西
田　

敏

河
野
龍
二

吉
岡
清
彦

竹
中　

悟
長与町子ども・子育て会議条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
長与町定住自立圏形成協定の議決に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成２５年度長与町一般会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成２５年度長与町駐車場事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成２５年度長与町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成２５年度長与町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成２５年度長与町介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成２４年度長与町一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ○ ▼ ○ ○
平成２４年度長与町駐車場事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成２４年度長与町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ○ ▼ ○ ○
平成２４年度長与町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ○ ▼ ○ ○
平成２４年度長与町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ○ ▼ ○ ○
平成２４年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ○ ▼ ○ ○

平成２４年度長与町水道事業剰余金の処分及び決算認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成２４年度長与町下水道事業剰余金の処分及び決算認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

長与町教育委員会委員の任命の同意を求めることについて 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
人権擁護委員の推薦について 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
長与町議会基本条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
長与町議会会議規則の一部を改正する規則 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
長与町議会委員会条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議会報告会検討委員会設置についての決議 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
来年４月からの消費税増税の中止を求める意見書　※可否同数により議長裁決で否決 否決 ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ○ ▼ ○ ○ ○ ▼ ▼

〔○賛成　▼反対　−欠席〕

　

任
期
満
了
に
と
も
な
い
、

教
育
委
員
二
人
を
任
命
す
る

議
案
が
出
さ
れ
、
全
会
一
致

で
同
意
し
ま
し
た
。

　

８
月
１
日
、
臨
時
議
会
を

開
き
、
長
与
小
学
校
の
旧
校

舎
解
体
工
事
の
請
負
締
結
議

案
を
審
議
し
、
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

　

議
員
発
議
で
出
さ
れ
た

「
来
年
４
月
か
ら
の
消
費
税

増
税
の
中
止
を
求
め
る
意
見

書
」を
議
会
最
終
日
の
24
日
、

本
会
議
で
審
議
し
ま
し
た
。

　

提
案
理
由
説
明
と
賛
否
双

方
の
立
場
の
討
論
を
行
い
、

採
決
の
結
果
、
意
見
書
を
採

択
す
る
こ
と
に
賛
成
と
反
対

が
同
数
と
な
り
、
議
長
の
裁

決
に
よ
り
否
決
と
し
ま
し
た
。

　

意
見
書
の
主
旨

　

物
価
高
騰
、
勤
労
者
所

得
が
低
下
す
る
中
で
の
消

費
税
税
率
引
き
上
げ
は
、

デ
フ
レ
悪
化
と
国
の
財
政

を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
に
つ

な
が
り
か
ね
ず
、
財
源
確

保
の
再
検
討
と
、
25
年
４

月
か
ら
の
消
費
税
率
改
定

の
中
止
を
求
め
る
も
の
。

問 

工
事
箇
所
は
通
学
路
だ

が
、
安
全
対
策
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答 

交
通
誘
導
員
を
配
置
し

た
り
、登
下
校
時
間
帯
は

工
事
車
両
の
進
入
を
控

え
る
な
ど
協
議
し
た
い
。

問 

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
元
自
治
会

と
の
説
明
会
を
設
け
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

学
校
と
協
力
し
て
、
説

明
し
た
い
と
思
う
。

　

任
期
満
了
に
と
も
な
い
、

人
権
擁
護
委
員
を
推
薦
す
る

議
案
が
出
さ
れ
、
全
会
一
致

で
適
任
と
し
ま
し
た
。

人
事
案
件

旧
長
与
小
校
舎
の

解
体
決
定

●
村
上 

光
子 

氏 （
吉
無
田
郷
）

●
野
口 

眞
知
子 

氏 （
三
根
郷
）

●
廣
瀬 

範
三 

氏 

（
斉
藤
郷
）

●
沼 

富
美
子 

氏 

（
高
田
郷
）

 

ひ
ろ 

せ 

は
ん 

ぞ
う

 

ぬ
ま 

ふ 

み 

こ

 

む
ら 

か
み 

み
つ 

こ

 

の 

ぐ
ち 

ま 

ち 

こ

教
育
委
員

人
権
擁
護
委
員

契
約
の
相
手
方

㈱
西
海
建
設

 

代
表
取
締
役  
寺
澤  

律
子  

氏

契
約
金
額

６
６
７
２
万
７
５
０
０
円

消
費
税
の
増
税
中
止

意
見
書
は
議
長
裁
決

で
否
決



　

２３
年
９
月
議
会
で
「
議
会
改
革
等
調
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
議
会
改
革
に
係
る
各
種
調
査
・
研
究
を
行
い
、

議
員
政
治
倫
理
条
例
に
続
い
て
、
長
与
町
議
会
基
本
条
例
制
定
を
２５
年
9
月
議
会
で
決
定
し
ま
し
た
。 

　

条
例
の
検
討
段
階
で
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
町
民
の
意
見
も
取
り
入
れ
成
案
化
し
た
も
の
で
す
。  

主
な
内
容
を
掲
載
し
ま
す
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

議
会
機
能
の
強
化
を
図
る
た
め
に
は
、議
員
の
意
識
改
革
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
各
議
員
の
議
案
に
対
す
る
事
前
の
論
点
整
理
は
重
要
で
、
こ

れ
に
基
づ
く
議
員
間
の
自
由
討
議
に
よ
る
議
案
審
議
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
合

意
に
至
ら
な
く
て
も
、
議
案
の
問
題
点
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
改
善
す
る
効
果
も
あ

り
ま
す
。 

　

同
時
に
、
議
員
と
し
て
の
議
決
責
任
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
町
民
に
対
す
る

説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
主
な
内
容
を
要
約
す
る
と
次
の
と
お
り

で
す
。

　

議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
伴
い
、
関
係
条
文
の
追
加
お
よ
び
削
除
な
ど
所
要

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
運
営
に
お
い
て
、
一
般
質
問
で
既
に
実

施
し
て
い
る
「
一
問
一
答
」
制
度
、
賛
否
の
取
り
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
も
、
併

せ
て
改
正
し
ま
し
た
。
主
な
改
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
反
問
の
許
可

　

反
問
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、
議
長
は
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。 

○
自
由
討
議

　

議
長
が
必
要
と
認
め
る
と
き
、
ま
た
は
動
議
が
あ
っ
た
と
き
は
、
会
議
に

諮
っ
て
自
由
討
議
を
行
い
ま
す
。

○
協
議
ま
た
は
調
整
を
行
う
た
め
の
場

　

現
状
の
全
員
協
議
会
の
ほ
か
に
、
政
策
討
論
会
、
議
会
報
告
会
、
住
民
懇

談
会
の
開
催
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

議
会
活
動
の
信
頼
性
・
透
明
性
確
保
、
議
決
責
任
を
果
た
す
た
め
「
議
会
だ
よ
り

の
発
行
」「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
の
情
報
発
信
」「
議
会
中
継
の
実
施
」
な
ど
、
広
報

機
能
の
充
実
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
広
聴
機
能
の
充
実
を
図
る
た
め
、
町

民
と
の
意
見
交
換
な
ど
、
開
か
れ
た
議
会
活
動
を
行
い
ま
す
。 

　

こ
の
活
動
に
よ
り
、町
政
お
よ
び
議
会
は
町
民
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
、

町
政
の
発
展
と
町
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

主
な
内
容
を
要
約
す
る
と
次
の
と
お
り
で
す
。 

第
３
条 

「
議
会
の
活
動
原
則
」
議
会
は
、
議
決
機
関
・
監
視
機
関
と
し
て
適
切
な

活
動
を
行
う
こ
と
な
ど
、
議
会
の
役
割
・
責
任
を
定
め
ま
し
た
。

第
４
条 

「
議
員
の
活
動
原
則
」
議
員
は
町
民
の
代
表
と
し
て
町
政
の
課
題
を
把
握

し
、
町
民
福
祉
の
向
上
を
目
指
す
と
い
う
議
員
の
基
本
姿
勢
を
定
め
ま

し
た
。

第
５
条 

「
議
長
・
副
議
長
の
選
出
」
選
出
の
透
明
性
の
確
保
、
町
民
に
対
す
る
説

明
責
任
を
果
た
す
た
め
、
所
信
表
明
の
場
を
設
け
る
こ
と
を
定
め
ま
し

た
。

第
６
条 

「
町
民
と
議
会
の
関
係
」
す
べ
て
の
会
議
の
原
則
公
開
、
議
案
の
賛
否
状

況
の
公
開
な
ど
、
積
極
的
な
情
報
公
開
を
行
い
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
す
こ
と
を
定
め
ま
し
た
。 

第
７
条 

「
議
会
報
告
会
等
」
議
会
活
動
報
告
と
町
民
と
の
意
見
交
換
の
場
を
設
け

る
こ
と
を
定
め
ま
し
た
。

第
１5
条 

「
広
報
広
聴
機
能
の
充
実
」
議
会
情
報
の
積
極
的
な
公
開
、
町
民
の
声
を

聞
く
な
ど
広
報
広
聴
機
能
の
充
実
を
図
る
た
め
、
委
員
会
設
置
を
定
め

ま
し
た
。

第
４
条 

「
議
員
の
活
動
原
則
」
議
会
の
活
動
原
則
を
踏
ま
え
て
、
議
員
の
能
力
向

上
の
た
め
の
不
断
の
研
さ
ん
な
ど
、
議
員
の
責
務
・
基
本
姿
勢
を
定
め

ま
し
た
。 

第
９
条 

「
議
会
審
議
に
お
け
る
論
点
情
報
の
形
成
」
よ
り
高
度
な
政
策
論
議
に
よ

る
論
点
・
争
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
議
案
審
議
に
必
要
な
説
明
資

料
等
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
を
定
め
ま
し
た
。 

第
１１
条 

「
議
員
間
の
自
由
討
議
」
議
案
等
の
審
議
に
お
い
て
は
、
論
点
・
争
点
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
、
議
員
相
互
の
自
由
討
議
を
採

用
す
る
こ
と
を
定
め
ま
し
た
。 

第
１２
条 

「
政
策
討
論
会
」
町
政
の
重
要
課
題
な
ど
に
対
し
共
通
認
識
を
深
め
、
政

策
立
案
・
政
策
提
言
を
推
進
す
る
た
め
の
討
論
会
開
催
を
定
め
ま
し
た
。 

第
１３
条 
「
議
員
研
修
の
充
実
」
議
員
の
政
策
立
案
能
力
の
向
上
な
ど
を
図
る
た

め
、
議
員
研
修
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
を
定
め
ま
し
た
。

全 会 一 致 で 可 決議 会 基 本 条 例 を

町
民
と
と
も
に
歩
む
議
会

　

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議
会
の
強
化

を
図
る
た
め
に
は
、
議
員
の
政
策
立
案
能
力

向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
議
会
の
機
能

強
化
の
た
め
に
、
町
長
等
に
議
案
等
の
説
明

資
料
の
作
成
を
求
め
る
と
と
も
に
、
一
定
の

反
問
権
を
付
与
す
る
こ
と
で
、
執
行
機
関
と

の
緊
張
関
係
の
保
持
、
議
事
機
関
と
し
て
の

存
在
感
の
発
揮
が
で
き
ま
す
。

　

執
行
機
関
と
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
、
町

民
の
た
め
の
町
政
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
議
会
と
し
て
の
議
決
責
任
、
説
明
責
任

を
果
た
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
主
な
も
の

を
要
約
す
る
と
次
の
と
お
り
で
す
。 

第
８
条 

「
議
員
と
執
行
機
関
の
関
係
」
議
会
と
町
長
等
は
、
健
全
な
緊
張
関
係
の

保
持
に
努
め
、
一
問
一
答
制
度
、
町
長
等
へ
の
反
問
権
の
付
与
で
、
執

行
機
関
と
切
磋
琢
磨
す
る
議
会
を
目
指
し
、
定
め
ま
し
た
。

第
９
条 

「
議
会
審
議
に
お
け
る
論
点
情
報
の
形
成
」
議
会
審
議
に
お
け
る
論
点
・

争
点
の
明
確
化
に
よ
り
政
策
水
準
を
高
め
、
議
決
責
任
を
担
保
す
る
た

め
、
説
明
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
を
定
め
ま
し
た
。

第
１０
条 

「
執
行
機
関
の
監
視
及
び
評
価
」
執
行
機
関
の
事
務
の
執
行
状
況
な
ど
に

つ
い
て
、
常
に
監
視
・
評
価
す
る
な
ど
、
議
会
の
役
割
を
定
め
ま
し
た
。

第
１４
条 

「
議
会
事
務
局
」
議
員
の
政
策
立
案
能
力
の
向
上
、
議
会
運
営
の
円
滑
化

を
進
め
る
た
め
、
事
務
局
の
法
務
機
能
の
充
実
強
化
な
ど
を
定
め
ま
し

た
。

第
１６
条
「
調
査
機
関
の
設
置
」
必
要
に
応
じ
て
、
学
識
経
験
を
有
す
る
者
等
に
よ

る
調
査
機
関
の
設
置
を
定
め
ま
し
た
。

二
元
代
表
制
の
一
翼

執
行
機
関
と
切
磋
琢
磨
す
る
議
会 

議
員
が
議
論
を
深
め
る
議
会

会
議
規
則
、
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

可決
全会一致

　

長
与
町
議
会
基
本
条
例
第
７
条
で
規
定
し
た
議
会
報
告
会
を
開
催
す
る
た
め

の
検
討
委
員
会
を
「
協
議
ま
た
は
調
整
を
行
う
た
め
の
場
」
と
し
て
設
置
し
ま

し
た
。
構
成
員
は
以
下
の
通
り
で
す
。

 

委
員
長　

喜
々
津
英
世　

副
委
員
長　

分
部
和
弘

 

委　

員　

饗
庭
敦
子
、
金
子
恵
、
川
井
哲
雄
、
河
野
龍
二

○
目
的 

報
告
会
の
実
施
要
領
の
策
定
、
開
催
お
よ
び
開
催
後
の
広
報
内
容
等

 

に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
す
。

議
会
報
告
会
検
討
委
員
会
設
置
の
決
議

可決
全会一致 議

会
会
議
規
則

○
自
由
討
議
・
反
問
の
採
用

　

委
員
会
に
お
け
る
自
由
討
議
の
採
用
、
町
長
等
に
対
す
る
反
問
の
機
会
を

付
与
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

○
議
事
の
公
開

　

傍
聴
許
可
制
を
廃
止
し
、
原
則
公
開
と
し
ま
し
た
。

委
員
会
条
例

開 か れ た 議 会  さ ら に 前 進
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 町民の方もお気軽にご参加ください。
長与町議会主催　講演会を開催します。

「議会が見えますか？」～住民のための議会改革に～

※ユーストリームで試験放送の予定です

講師　前田 隆夫 氏 （西日本新聞社長崎総局次長）
日時　２５年１０月２８日 13：30～15：00（開場13：00）
会場　長与町役場４階議場

 まえ だ たか お

■問い合わせ　長与町議会事務局議事課　TEL 883-1111

編
集
後
記

▼
ド
ラ
マ
「
半
沢
直
樹
」
は
ご
覧
に
な
り

ま
し
た
か
？
大
ヒ
ッ
ト
し
た
理
由
は
、
展

開
の
面
白
さ
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

▼
町
工
場
を
経
営
し
て
い
た
半
沢
の
父
の

自
殺
は
、モ
ノ
づ
く
り
日
本
衰
退
の
象
徴
。

人
の
生
活
よ
り
損
得
勘
定
優
先
の
合
理
主

義
、
弱
肉
強
食
の
様
子
は
現
代
日
本
の
縮

図
。
そ
れ
を
鋭
く
告
発
し
喝
破
す
る
半
沢

に
魅
了
さ
れ
た
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。

▼
額
に
汗
し
働
く
者
の
側
に
立
つ
姿
勢
。

住
民
の
代
弁
者
で
あ
る
町
議
会
が
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
心
構
え
を
再
認
識
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
続
編
を
期
待
し
ま
す
。

（
堤 

理
志
）

をよろしくお願いします
いいね！

http://www.facebook.com/nagayochogikai
QRコード

議長交際費 平成25年6月22日から9月27日までの
総額と件数

寸志・慶祝など ………… 54,175円（ 6件）

激励カンパ ……………… 30,000円（ 3件）

視察研修土産代 ………… 13,635円（ 1件）

支出合計　　97,810円（10件）

次の定例会は12次の定例会は12月上旬の予定です月上旬の予定です 傍聴をお待ちしています

傍聴席から

皆様の感想は、抜粋・要約させていただきました。たくさんのご意見ありがとうございました。

9月議会の傍聴者は　　
　　延べ 63人 でした

①個人情報保護条例が、住民の居住数

把握に関して障害になっているので

はないか？との懸念があるのではない

か？これは、緊急時の避難を自治会

で実施する為の大きな障害になる恐

れがある。改善策を示して頂きたい。

②町の自治会参加（加入）率：74.2％は

諫早、時津と比較しても少ない。こ

れを80％台まで増加させる為の具体

的なプロセスを議論して頂きたい。

（70代・男性）

久しぶりの傍聴でしたが、相変わらず

傍聴者が少ないのにはがっかり……。

傍聴者をふやす方法として考えられるこ

とは一般質問通告一覧を早めに住民へ

知らせることが大事と思いますが……。

住民の関心を高めることが、議会の充

実発展につながるものと確信いたしま

す。

又、議員自身の呼びかけがあってもよ

いのではないでしょうか？

一歩前進への努力をお願いしたい。

（70代・男性）
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